
宮崎市文化財調査報告書第76集

片 井 野 第
整跡

いち   い

1遺
だい

県営畑地帯総合整備事業に伴う埋蔵文化財発掘調査報告書

2009

宮 崎 市 教 育 委 員 会



序

本書は、県営畑地帯総合整備事業に伴い、平成18年度、19年度に実施した宮崎市田野

町「片井野第 1遺跡」の発掘調査の成果を纏めたものです。

遺跡は弥生時代の竪穴建物や縄文時代後期の掘立柱建物、縄文時代早期に位置付けら

れるたくさんの土器が出土しました。

調査後、遺跡は空中へと消えてしまいましたが、先人達が遺跡として残した「記憶」を、

本書が「記録」として残すことができました。この「記録」が、今後の調査研究の資料

として活用され、文化財保護の一助となれば幸いです。

なお、発掘調査の実施、報告書の作成にあたり、宮崎県中部農林振興局をはじめ、関

係各機関並びに、発掘調査、整理作業に携わった皆様、地元の皆様の多大な御協力をい

ただきました。ここに深く感謝いたします。

平成20年 3月

宮崎市教育委員会

教育長 田 原 健 二
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第 I はじめに

l。 調査に至る経緯

片井野第 1遺跡は、従前より縄文、弥生時代の散布地「片井野遺跡」として認知され、平成 2年発

行の F田野町遺跡詳細分布調査報告書』において「片井野第 1遺跡」と改名されている。

この片井野第 1遺跡を含む地区において県営畑地帯総合整備事業が計画され、平成13、 15年度に宮

崎県文化財課によって確認調査が行われ、アカホヤ層上面において弥生時代とみられる竪穴建物、ア

カホヤ火山灰層下において縄文時代早期の包含層が確認された。

その後田野町が平成18年 1月 に宮崎市と合併したことから、宮崎市教育委員会文化振興課 (現文化

財課)、 宮崎県文化財課、宮崎県中部農林振興局、田野町総合支所農村整備係の4者で埋蔵文化財の

取り扱いについて協議を進めることになった。協議の結果、圃場整備の施工計画と確認調査の成果か

ら、削平を受ける4,000∬ において発掘調査を行うことになり、平成18年 12月 11日 に宮崎県中部農林

振興局と契約を締結し、平成19年 1月 9日 から同年6月 26日 まで現地調査を行った。

2.位置 と環境

田野盆地南西部では、鰐塚山北麓の火山灰台地が小河川によって分断され、半島状の台地が連続し

て形成されている。またそれらの台地の間には小河川の推積作用によって扇状地が形成され、台地上、

扇状地の双方で遺跡が確認されている。

片井野第 1遺跡が所在する台地は、その半島状台地群の西縁部に位置し、西から北にかけては麻漬

川、南には片井野川が流れ、台地のすぐ東で両河川が合流する。片井野第 1遺跡は標高220m前後の

台地頂部から東緩斜面に立地し、田野盆地越しには日向灘を望むことができる。また、遺跡の西側は

比高差10m程度の小谷が南北方向に入り込み、独立性が高い立地となっている。

麻漬川によって形成された小谷を挟んだ北側の台地上には、縄文時代草創期から早期の遺跡である

井手ノ尾遺跡、縄文時代の散布地である西ノ原遺跡が所在する。また片井野第 1遺跡が立地する台地

は、片井野川に面した南東部側が片井野川の浸食作用によって段丘状を呈しているが、その段丘の下

段に縄文、平安時代の散布地である片井野第 2遺跡が立地する。さらに段丘下段の東端には、追構、

沿草共に明確ではないが中世城郭とされる日高城跡が所在する。

片井野川を挟んだ対岸の台地上には、旧石器時代や縄文早期・前期の遺物、縄文時代後・晩期に属

する掘立柱建物、弥生時代の竪穴建物群、古墳時代の地下式横穴など幅広い時代の遺物、遺構が確認

された高野原遺跡、縄文時代草創期から早期全般にわたって遺物が確認される元野河内遺跡が所在す

る。またその台地を南西から北東側へ流れる元野川によって形成された段丘の下段には縄文前 。中期

の遺物、弥生時代竪穴建物群が確認された本野遺跡が立地する。さらに元野川の東側の台地上には、

円形の窪地を造成する土木工事や、縄文時代後期・晩期の大規模集落が確認された本野原遺跡が所在

する。本野原遺跡ではこの他にも旧石器時代、縄文早期・前期、古代、中世と幅広い時期の遺構、遺

物が確認されている。本野原遺跡と同一台地上の南西部には縄文時代早期を中心とする黒草第2遺跡

が立地する。この黒草第2遺跡の東側、本野原遺跡、黒草第2遺跡が所在する台地が別府田野川へと

緩やかに下る斜面地に縄文時代後期・晩期の遺物が出上した黒草第 1、 第 3遺跡が所在する。

以上の様に、片井野第 1遺跡が所在する田野盆地南西部は、先史時代の多くの遺跡が分布する地域

である。特に縄文時代早期には中心的な遺跡は変化するものの、この地域内において全時期を通じて

遺物が確認されている。

章
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第 1図 片井野第 1遺跡位置図 (S=1/25,000)
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第 2図 調査区位置図 (S=1/3,000)

3.調 査の経過

平成18年度

現地における調査は平成19年 1月 9日 より開始した。重機により表土、耕作土等を除去したところ、

アカホヤ火山灰層が調査区の南西部から東部、北西部に向かって弧を描くような形で残存しているこ

とが確認された。そこでまずアカホヤ火山灰層上面の遺構検出を行い、遺構の掘削、記録、遺物の取

り上げ作業を行った。またアカホヤ火山灰層が削平されている部分においても埋土等からアカホヤ火

山灰の上位層から掘り込まれたものと判断できた遺構は同様に掘削、記録、遺物取り上げ作業を行っ

た。その後一部遺構の周辺を残しアカホヤ火山灰を除去した。

平成19年度

平成19年度はまず弥生時代竪穴建物等遺構の記録作業を行い、それに並行してアカホヤ火山灰層下

の縄文時代早期包含層の掘削作業、遺物の取り上げ作業を行った。また旧石器時代の遺物の有無を確

認するためにサブトレンチによる調査を行ったが出土しなかった。現地調査は平成19年 6月 26日 に終

了した。整理作業は遺物洗浄作業のみを行った。

平成20年度

平成20年度は遺物洗浄以降の整理作業を平成20年 6月 23日 から平成21年 2月 3日 まで行った。
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第Ⅱ章 調査成果

1.調査の概要

今回の調査では、縄文時代、弥生時代合わせて竪穴建物 8軒、掘立柱建物 1棟、集石遺構 1基、土

坑33基が検出された。

アカホヤ火山灰上の遺構分布は、アカホヤ火山灰が残存していた範囲が調査区の南西部から東部、

北西部を結ぶ弧状の範囲に限られていたため本来の分布状況は不明である。ただし比較的傾斜のきつ

い東側には竪穴建物、掘立柱建物は分布しておらず、調査区の中央部から南部にかけての緩斜面地が

居住域と想定される。

一方、アカホヤ火山灰下の遺構分布状況も、やはり調査区西部から中央付近に関しては削平を受け

ているため本来の分布状況は明らかではないが、土坑は調査区中央南寄りから南部を中心に分布して

いる。包含層の礫、遺物の出土状況を見ると、調査区東側の斜面地において出土量が多いが、上部か

ら転落してきたような出土状況の礫や遺物が確認され、本来は削平されている調査区西部から中央部

がこの時期の遺跡の中心であった可能性が高い。

2.基本層序

片井野第 1遺跡の基本層序は第 3図の通りである。

I層

Ⅱ層

Ⅲ層

Ⅳ層

VA層

VB層

Ⅵ-1層

Ⅵ-2層

ⅦA層

ⅦB層

Ⅷ層

Ⅸ層

X層

�層

�層

XⅢ層

耕作土

黒褐色シルト。締まりは弱く粘性も弱い。白色軽石粒を含む。

黒色シルト。締まりは弱く粘性は2層 よりはやや強い程度。白色、黄色軽石粒含む。

黒色シルト。締まりは弱く粘性はやや弱い。

黒褐色ローム。締まりはやや強く粘性もやや有り。

茶褐色ローム。質感はVA層 と同様だが御池軽石と見られる黄色軽石粒を多量に含み色調
がやや明るい。

アカホヤ火山灰層。

アカホヤ火山灰降下軽石層。

黒色ローム。締まり非常に強く粘性もやや有り。下部はⅧ層が斑紋状に混ざる。

V層、Ⅵ-1層、Ⅵ-2層、ⅦA層の撹拌層。
暗褐色ローム。締まり強く粘性もやや有り。ガラス質粒子、赤色粒子、炭化物含む。

茶褐色ローム。締まりやや強く粘性有り。

茶褐色ローム。締まり強く粘性やや有り。小林降下軽石含む。

黄褐色ローム。締まりはやや弱く粘性が強い。

姶良丹沢火山灰層。

黒色土。締まり強いが粘性は弱い。多量のガラス質粒子含む。

調査区内において土層堆積状況は均―ではなく、場所によって欠如する層が存在する。調査区の北

側においてはⅦ層にⅥ層、VA層が混入したような状況が確認され、傾斜地でもあることからVA層

堆積後に地滑りなどが発生し土層が撹拌されたと想定される。またVB層 とした、御池軽石と見られ

る黄白色軽石が層位で確認されるのも調査区北側 (特に北東部)のみである。調査区南西部では、Ⅵ

層からXⅢ 層までの堆積が非常に薄く、場所によってはX層から�層が欠如し、Ⅸ層下でXⅢ層が検

出される地点もあった。さらにX層は上層が削平を受けていた地点の一部において平面上で確認され

るのみで、土層断面を設定した地点においては検出されていない。
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耕作土

黒褐色シル ト (自色軽石粒含む 。文明ボラか )

黒色シル ト (灰色軽石粒、掲色軽石粒含む 高原スコリアか)

黒色シル ト

A 黒褐色ローム B茶褐色ローム、御池パ ミスを多量に含む

アカホヤ火山灰層

アカホヤ火山灰降下軽石層

A 黒色ローム B 茶褐色ローム

暗褐色ローム 炭化物を含む

調査区北側では検出されない

茶褐色ローム

茶褐色ローム (小林軽石含む)調査区の一部のみで確認される

黄褐色ローム

始良丹沢火山灰層

黒色土 (多量の火山ガラス含む)

第 3図 基本層序

3.縄文時代早期の調査成果

今回の調査で確認された縄文時代早期の遺構は、集石遺構 1基と土坑24基である。土坑に関しては

上位層が削平され、掘り込み面が明確でないものも存在するが、埋土中にアカホヤ火山灰層やアカホ

ヤ火山灰層より上位層の上が含まれず、他の早期の遺構と類似する埋土の場合は早期の遺構として捉

えた。

(1)遺  構
a.集石遺構
l号集石 Ⅷ層上位で検出された。周囲の上に被熱痕跡は見られるものの掘り込みは確認されず、礫
も疎らであった。礫の広がりは1.lm× 0,7m程度である。角礫や亜円礫で構成されており、礫中に尾

鈴山酸性岩の磨石の破片が 1点混ざっていた。掘り込みがなく礫が疎らであることや検出層位から縄

文時代早期後葉の遺構と想定される。

b.土坑
6号土坑 Ⅷ層上位において検出された。直径0.5m、 深さ0.2mを 測る。焼上を含むが掘り込みが明
確でなくシミのように広がる。焼土の粒、炭化物が土坑を中心に同心円状に広がる状況が確認された。

7号土坑 6号土坑に隣接する位置でⅧ層上位において検出された。平面楕円形を呈し、長軸0。71m、
短軸0。4m、 深さ0.09mを測る。焼土粒、炭化物を埋土中に含む。

10号土坑 上層はすでに削平されていたがⅧ層下位において検出された。焼土が染みのように広がり
埋土は非常に締まりが強い。土坑として捉えたが、掘り込みが明確でなく範囲もはっきりしない。平

棒式土器、塞ノ神式土器が出土したが、Ⅷ層の上器が混入している可能性がある。

11号土坑 耕作により削平を受けおり掘り込み面は明らかではない。検出はⅧ層下位にあたる。検出
面では長軸0。7m、 短軸0.5m、 深さ0。15mを測り、土坑中央において焼上が集中して検出された。
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第4図 縄文時代早期遺構配置図 (S〓 1/1,000)

12号土坑 Ⅷ層上位において検出され
た。平面楕円形で長軸は0,95mを 測る。

埋土に 5～ 10cm程 度の焼土ブロックを

多量に含む。周辺の土も被熱により茶褐

色に変化していた。遺物は土器片が出土

したが細片のため詳細は不明である。

13号土坑 Ⅷ層上位において検出され
た。13号土坑が検出された付近はⅦA層

が薄 く、アカホヤ火山灰層からⅧ層上

面まで15cm前後しかない。平面円形で直

径は0.5m、 深さは0.lmを測る。焼土粒、

炭化物が埋土中から検出された。

14号土坑 13号土坑に切られている。そ
のため平面形は不明であるが、13号土坑

と同様円形であると考えられる。13号土

坑よりも焼土が集中的に検出された。

15号土坑 耕作により上部が削平されて
いるため本来の掘 り込み面は明らかでは

ないが、検出面は�層、�層の間であり、

底面はXⅢ層に達している。平面形は隅

円長方形を呈し、底面から壁面はほぼ垂

直に立ち上がる。埋土中からは炭化物が

検出された。底面のXⅢ層に多数のクラックが入り、そこに埋土が流入していたため、逆茂木痕は確

認できなかったが形状から陥とし穴状遺構と考えられる。

16号土坑 15号土坑と同様に上部が削平されていると思われ、本来の掘り込み面は不明である。検出

面は�層で、埋土は�層よりもやや粘質が強く、色調が僅かに暗い。平面形は円形を呈し、直径0.8m、

深さ0.17mを測る。

17号土坑 16号土坑を切っている。平面精円形を呈し、長軸0.6m、 短軸0.5m、 深さ0。22mを測る。埋

土が16号土坑と類似するため近接する時期と想定される。

18号土坑 Ⅷ層で検出。やはり上部を削平されており本来の掘 り込み面は不明である。平面形は歪な
楕円形を呈し、長軸1.15m、 短軸0,84m、 深さは0.13mで ある。焼土粒が集中する部分と疎らな部分

がある。

19号土坑 Ⅷ層で検出された。18号土坑に隣接し、埋上の質感も類似している。長軸0.8m、 短軸0.55
m、 深さ0.2mを測る。やはり焼上が集中する部分がみられる。壁の立ち上がりは緩やかである。

20号土坑 Ⅷ層上位において検出された。直径0.35m、 深さ0,lmの平面円形の上坑で、壁の立ち上が
りは緩やかである。埋上には焼土が含まれていた。

21号土坑 遺構上部は耕作により削平されていた。検出層位はⅧ層下位である。検出時は被熱により
赤変した土が集中している状況が確認された。形態は不整形であり長軸1.5m、 短軸0。9m、 深さ0,35

mを測る。埋土中には焼土、炭化物が含まれ、壁は垂直に近い角度で立ち上がる。
22号土坑 Ⅷ層下位において検出された。埋上がⅧ層に非常に類似しており、平面において検出でき
ず、包含層掘り下げ中に断面において検出したため平面形は明らかにできなかった。断面では炭化物

が層状になっている状況が確認された。構築位置は傾斜面である。遺物は平棒式土器が出土した。

23号土坑 上部は耕作により削平されていたが、調査区中央セクションとして残した畑の畔の断面に
おいて (畑の畔は旧地形を削り出して形成されていた)掘 り込み面がⅧ層下位であることが確認され
た。深さは0.2mを測る。埋土には焼土と被熱硬化土が混在していた。

・

‐２

。
２０

　

　

　

　

９

１４

紹
鵜
詢
幼

※○は上坑、●は集石遺構

番号は遺構番号を表す
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毬沌

生 �
0

，生

1号集石遺構  狙蟹lXl亀   。
Q。

11号土坑

219600

■号土坑

色  調   硬 度   粘 性
1 ■5YR4/3 褐  締まり有り やや強い
2 ■5YR4/3 褐  締まり有り やや強い

‐シ219■00

7号■坑

色  調    硬 度   粘 性    備  考
1 75YR3/2 黒褐  締まり有り やや強い  焼土粒含む
2 75YR3/2 黒褐  締まり有り やや強い 焼土粒徴量に含む

218900

焼上粒含む

焼土粒微量に含む

10号上坑

色  調
1 75YR3/4 暗褐
2 75YR3/3 暗49J
3 75YR4/3 褐

労

219 11Xl

13号土坑

備  考
焼土多量に合と

焼土 炭化物少量含む

12号土坑

色 調     硬 度   粘 性
1 75YR3/2 黒褐   締まり有 り 弱い
2 75YR4/4 褐    締まり有 り 弱い
3 75Y騨 ノ3 褐    締まり有 り やや弱い
4 75YR3/2 黒褐   締まり強い やや弱い

13号  14号土坑

色  調
1 10YR3れ  暗褐
2 1側く3/4  婚褐
3 10YR3/4  暗褐

凛 度   粘 性
締まり強い やや弱い
締まり強い やや弱い
締まり強い 弱い
締まり有 り やや弱い4 ■5YR4/4  褐

15号土坑
16号土坑

ａ中聖
a′  b
219500

b′

2

―

デ

    ▼

∞
ａ
‐９３

一

16号  17号土坑

色  調     硬 度    粘 性            備  考
1 ユOYR4/6 褐   締まり有り   弱い   AT粒  ガラス質粒子 自色粒子 黒灰色ローム粒含む
2 10YR5/6 黄褐   締まりやや弱い やや強い
3 10■ R5/6 黄褐  締まりやや有り 無    AT粒 炭化物 ガラス質粒子合と

15号土坑

色  調    硬 度
lllYR4れ  褐    締まり強い
10YR4れ  褐    締まり強い
lllY騨76 黄褐   締まり強い
10Yt4/4 褐    締まり強い
10YR3/4 暗褐  締まり有り

18号土坑

色  調   硬 度
1 75YR4/6 褐  締まり有り
2 ■5WttV3褐   締まり有り
3 75YR4/3褐   締まり有り

粘 性             備  考
やや弱い  AT 炭イヒ物 ガラス質粒子含む
やや弱い  AT 炭イヒ物 ガラス質粒子 黄褐色ロームプロック含む
やや弱い  ガラス質粒子 黒色粒子含む
やや弱い  AT災 化物 ガラス質粒子含3(1層 よりATの粒子が大きい)
やや強い  AT 炭化物 ガラス質粒子含tF

第 5図 縄文時代早期集石遺構・土坑実測図

0                           2m

(S=1/40) ※平面図はすべて上方を北に統一

ユ
(1`:ど):号土坑   多(ζとこう

'):号

土坑

6号土坑

色  FRl    硬 度   粘 性
1 焼土
2 75Y雇3/2 黒褐   締まり有 り やや強い
3 75YR3/2 黒褐   締まり有 り やや強い

219500

ヤ

f

12号土坑

備  考
炭化物 焼土粒 白色粒子含む
焼土ブロックを多量に含む炭化物含む

焼土粒 炭化物少量含む
焼土粒 炭化物僅かに含む

硬 度    粘 性         備  考
締まりやや有り 弱い   焼土 ガラス質粒子 黒色粒子 炭化物含む
締まりやや有り 弱い   焼土粒 ガラス質粒子 炭化物含む
締まり有り    やや強い  焼土 炭化物を少量含む

備  考
焼上を多量に合む炭化物 白色粒子含む
焼土 炭化物を少量含む
庚化物含む ガラス質粒子多量に含む

焼土粒 炭化物含む

粘 性     備  考
弱い   焼土を多量に含む
やや弱い  焼土粒 炭化物少量含む
やや弱い  焼土粒僅かに含む

14号土坑
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W

W     19号
土坑

21930Э~          1     ~

叫
牝 調

1 75YR4/4 褐
2 75YR4海  褐

色 硬  度
ユOYR2/2

10YR2/3

10W]R3//2

10YR3/2

10YR3/2

■5YR3/2

■5WR3/2

■5YR3/2

締まり有り

締まり有り

締まり有り

締まり有り

締まり有り

締まり有り

締まり有り

締まり有り

24号土坑

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

26号土坑

色  調
1 10YR3/4  暗褐
2 ■5YR3つ   黒褐
3 10YR3海   暗褐
4 10YR3/3  暗褐

備  考
焼土プロック

焼土粒 炭イヒ物含む
被熟して夜イとしたローム

焼土を含む

焼土 炭化物を少量合む
焼土 炭化物を少量含む

僚  考
ガラス質粒子 自色粒子 橙粒子含む 炭化物多量に含む
ガラス質粒子 白色泄子 橙粒子含む 炭化物微量に含む

被熱土プロック含む

ａ
　
　
一

27号土坑

色  調    硬 度   粘 性      備  考
1 25YR4/2 灰褐  締まり強い やや弱い  炭化物 橙色粒子多量に含と
2 ■5YRυ 3 褐   締まり強い やや弱い  黒色ローム粒少曇含む

第6図 縄文時代早期土坑実測図① (S=1/40)

ａ
ａ蜘「）20号土坑            

―

色  調    硬 度   粘 性     備  考
I イ5YR3泡 黒褐  締まり強い やや弱い  焼上を多量に含む
2 ■5YR3泡 黒褐  締まり強い やや弱い  焼土 炭化物を微量に含む

硬 度   粘 性       備  考
締まり有り やや弱い  焼土プロック多量に含む
締まり強い やや弱い  焼土粒 黒色ローム粒少量含む

21号土坑

色  調
｀ 1                                  1 75YR4/4褐
、                                     2 75YR3/2 黒褐

、                                   3 75YR3/3 暗褐

23号  25号土坑

色  調    硬 度   粘 性         備  考
1 757R4/3 褐   締まり強い やや強い  焼土 炭化物含む
2 75YR4/3 褐   締まり強い やや強い 焼土プロックを合よ
3 7うYR4/4 褐   締まり強い やや強い 焼土粒 炭化物含む
4 7 roYR3/4 暗4B  締まり強い やや強い 焼土粒・炭化物 被熟模化土プロック含む

22号土坑

粘 性     備  考
やや強い  炭化物少量含む
やや強い  炭イヒ物多量に含む
やや強い  炭化物少長含む
やや強い  焼上粒含む
やや強い  炭化物 焼土粒多量に含む
やや強い  焼土粒 炭化物含む
やや強い  焼土粒 炭化物多量に含む
やや強い  炭化物微量に含む

色  調
5YR5/8  明赤褐
ユOYR3れ   暗褐
10YR2/2  黒褐
ユOYR3た   暗褐
10YR3/3  暗褐
ユOYR3/2  黒褐

a′

20号土坑

硬 度    粘 性
締まり有り   無
締まり有り    やや弱い
締まり有り   やや弱い
締まりやや有り やや強い
締まりやや有り やや強い
締まりやや有り やや強い

硬 度    粘 性
締まり有り   やや強い
締まり有り   やや酸い
締まり有り   やや強い
44ま り有り   やや強い

21号土坑

硬 度    粘 性        備  考
締まりやや有り やや強い  焼土粒 炭化物 黒色粒子含む被黙土
締まりやや有り やや強い  焼土粒 炭化物 黒色粒子を微量に含む
締まり強い   やや強い  焼土粒含む

219 51Xl

27号土坑
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28号上坑

288戯
色1部   襲 魔  器 佳
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24号土坑 Ⅷ層下位において検出された。最も焼土が多量に検出された土坑であり、焼土塊の中央部
がやや窪み黒褐色土が堆積していた。その黒褐色土から平棒式土器の口縁部が出土しているが、二次

的な被熱痕は確認されなかった。平面形は楕円形を呈し、長軸0,7m、 短軸0.45m、 深さ0.lmを沢1る。

25号土坑 23号土坑と同様に、上部は削平されていたが調査区中央セクションにかかる部分のみ、Ⅷ
層下位からの掘り込みが確認された。深さは0。2mである。
26号土坑 Ⅷ層下位において検出された。埋土は周囲の土と比較するとやや黄褐色を呈し炭化物を含
む。平面は隅円方形で床面の一方側にピットが存在する。長軸は1,7m、 深さ0.46m、 ピット底までの

深さ0.86mを測る。

27号土坑 Ⅸ層上位で検出された。埋土は検出面の上と類似するが、やや粘性が強く灰色がかる。一
部に炭化物含む。平面は楕円形を呈し、長軸1.5m、 短軸0.7m、 深さ0,4mを測る。

28号土坑 Ⅷ層下位において検出された。平面楕円形を呈し、長軸0.85m、 短軸0。 3m、 深さ0.lmを測る。
土坑の一部で焼土が纏まって検出された。

29号土坑 SB01の柱穴の一つに切られている。平面形はやや歪な円形で直径1.6m、 深さ0。2mを測る。
床面がAT層 であるためか、埋土が染み出したようになっており凹凸が激しい。僅かに土器細片が出
土したが遺構の時期は不明である。

30号土坑 10号土坑に隣接し埋土も類似する。平面形は楕円形を呈し、長軸1.2m、 短軸0.65m、 深さ
0.25mを測る。

31号土坑 10号、30号土坑に隣接し埋土などの特徴も類似する。平面形は歪な円形で直径約 2m、 深
さはベースとなる土との境界の判別が非常に困難で0.lm前後と考えられる。遺物も出土したが、前
述の理由からⅧ層の土器が混入している可能性が高い。

32号土坑 �層上位において検出された。平面形は楕円形を呈する。埋土は炭化物を多量に含み、締
まりはやや弱い。�層が非常に軟らかいローム層のため、底面が水穴になり、一部が深くなっている。

c.遺構出土遺物
遺構出土遺物は第 8図のとおりであるが、前述の理由から包含層の遺物が混入している可能性も否
定できない。上器型式は平棒式土器と塞ノ神式土器に限られる。その中でも、平棒式上器、塞ノ神A
式土器が中心であり、包含層の様相とは対称的である。

1～ 4は 10号土坑からの出土土器である。 1は塞ノ神A式土器口縁部片で、器形は口縁部が途中で
屈曲し大きく開く二重口縁の深鉢になると思われる。 2は平棒式上器の口縁部片、 3は斜格子の只殻
条痕文を施文した塞ノ神 B式上器口縁部片、 4は無文土器胴部から底部である。 4の内面には条痕様
の調整が若干確認される。 5～ 7は 12号土坑出土土器である。 5、 6は平棒式土器口縁部片、 7は塞
ノ神A式土器胴部片である。 8、 9は22号土坑出土土器で、 8は塞ノ神A式土器、 9は平棒式土器の
口縁部片である。10は24号土坑出土の平棒式上器口縁部片である。口縁部外面に三角形の肥厚帯を貼

り付けそこに綾杉文を施文する。頚部には直線、波状の沈線が施されている。11は26号土坑出上の塞

ノ神 B式上器口縁部片である。外面に貝殻刺突文が施文されている。12～ 14は31号土坑出土土器で
ある。すべて塞ノ神A式上器で12は二重口縁をなす口縁部片、13は胴部片、14は胴部から底部片であ
る。12、 14では刻目微隆起突帯が、13、 14では撚糸文が確認される。15、 16は 19号土坑から出上した

打製石鏃である。共に平基式で15はチャート、16は姫島産黒曜石製である。

-10-
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珍ゼフ
11

謹t±
15

掲載番号 出土遺構
法   量 文様及び調整 色   調

胎 土 備 考
口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

1 10号土坑
亥」目 沈線 亥」目
微隆起線文

丁寧なナデ にぶい橙 にぶい糧 雲 長

2 10号土坑 刻目 沈線 束」突 ナ デ に13ヽしヽ黄橙 に心ヽい黄橙 石 黄色粒子

3 O号土坑 亥J目 貝条痕 ナ デ 橙 にg、し、れ魯 雲 石

4 O号土坑 ナ デ ナ デ 橙 に′]ヽ しヽヤロ 角 石

5 12号土坑 刻目 縄文 ナ デ 灰褐 灰褐 石

6 12号土坑 刻目 沈線 ナ デ に13ヽしヽ橙 にぶい黄橙 角 石

7 12号土坑 燃糸文 沈線 ナ デ に′]ヽ しヽ本豊 に,3ヽ しヽ詔∃ 石

8 22号土坑 刻目 沈線 束」突 ヨコナデ 橙 橙 角 石

9 22号土坑 刻目 沈線 束J突 ナ デ に′]ヽ しヽ瑠B に,3ヽい詔B 雲 石

]O 24号土坑 刻目突帯 沈線刺突 丁写なナデ 淡黄 にぶい黄掲 黒色粒子赤色粒子

26号土坑 刻目 貝束」突 ナデ に13ヽ しヽ据 灰褐 雲 石

12 31号土坑 尤線亥1目微隆起線文 ナデ にぶい赤掲 明赤掲 角 石

13 31号土坑 沈線 撚糸文 丁寧なナテ に13ヽい褐 にぶい黄掲 雲 石 長

14 31号土坑 刻目微隆起線又撚糸文 丁寧なナデ にぶい橙 橙 石 長

掲載番号 器種 出土遺構 長 幅 厚 重 石材 備考

15 石鏃 19号土坑 228 165 042 096 チャート

16 石 鏃 19号土坑 142 13 026 088 姫島産黒曜石

霊植量譲ま角とが爺翠
う
望L望審
屯イ
著=石英 長=長石

1第
4表まで共通

第 1表 縄文時代早期遺構出土遺物観察表
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(2)包含層出土遺物
a.土器 等遺跡の縄文時代早期包含層はⅦ層からⅨ層であるが、調査区の中央から西側にかけての
大部分で包含層が削平されていた。そのため遺物の出土分布図ではあたかも環状に分布が広がってい

るように錯覚するが、単に削平を受けて空白になっているだけである。また東側で集中的に遺物が分

布している部分があるが、この地点は傾斜地になっており、出土状況も上部から転落してきたように

斜め方向を呈するものが多かった。そのため本来の遺物分布の中心は削平を受けている地点であった

と思われる。

土器は以下の様に分類した。

第 9図 縄文時代早期遺物包含層出上遺物分布図 (S=1/500)0土 器 ▲石器
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I類 (17)

貝殻刺突文を施したいわゆる下剥峯式土器である。本遺跡では 1点のみ出土した。胴部片であり、

また小片であるため詳細は不明である。

Ⅱ類 (18～ 23)

押型文土器をⅡ類に分類した。本遺跡では包含層からの出土は6点である。18、 19は 山形押型文土

器の胴部である。20～ 22は松の枝を回転させることによって施文する通称「イチゴ」と呼ばれる土

器の胴部である。23は山形押型文に類似するが、カーブが緩いため波型の押型文のように見える。部

位は胴部であり施文は縦位になされている。

Ⅲ類 (24～ 114)

平棒式土器を内包する。平格式土器は本遺跡において塞ノ神B式、塞ノ神A式土器に次いで多く出

上した。そのうち91点を資料化している。24～ 1021よ口縁部片で、多くの資料が口縁部を断面三角形

状やカマボコ状に肥厚させている。波状口縁、平口縁の双方が存在するなどバリエーションが豊富で

はあるが、大半はラッパ状に開いた口縁部形状で、刻目突帯、直線や曲線の沈線文、連点文、刺突文

を組み合わせて施文をしている。92、 93は壷の口縁部である。「鎌」状に口縁を外反させ沈線文を施

し、口縁端部、上部に刻目を施す。94は口縁端部を折り曲げ三角形状にしている。103～ 1121ま頚部

から胴部片である。沈線文、連点文、縄文が主合的な施文であるが、227で は結節縄文が施されている。

113は胴部から底部片である。縄文が外面には縄文が施文されている。114は ミニチュアの上器口縁部

である。焼成、施文共に丁寧に行われている。

Ⅲ類は総外的に器面調整や焼成が丁寧に行われているものが多い。

Ⅳ類 (115～ 173)

塞ノ神A式土器を内包する。塞ノ神A式上器は塞ノ神B式土器に次いで多く出土した。そのうち51

点を資料化した。115～ 147は口縁部片で、胴部から直接外反するラッパ状の単口縁のものと、口縁

部が屈曲し二重口縁を呈するもの、口縁部が内湾するもしくは内屈曲するものに大別されるが単口

縁のものは残存状況が悪く資料化を行っていない。胴部片では161の ラッパ状の単口縁になると思わ

れる。概ね文様は沈線文と刻目隆起突帯、刻目微隆起突帯、連点文によって構成されている。148～

161は頚部、胴部片である。頚部は刻目微隆起突帯が屈曲部付近に施されるものが主外である。胴部

は沈線文と撚糸文が施文されている。162～ 1671ま胴部から底部片である。胴部部分はやはり撚糸文

を施し、基本的に胴部から底部への屈曲部も無文のものが主体になる。ただし165は屈曲部に横方向

の沈線を施し、166は刻目微隆起突帯が施されている。また166は残存する胴部部分への施文は撚糸文

ではなく斜め方向の沈線文が施されている。168～ 1701ま壷の頚部から胴部と思われる破片である。

168は刻目微隆起突帯の刻目が他より大きく厚手であることから深鉢の頚部の可能性もある。169、

170は焼成、調整共に丁寧に行われている。171、 172は小形の壺である。171は頚部下に刻目微隆起突

帯を施し、日縁端部には刻目が施される。1721ま無文である。173は刻目微隆起突帯が施される胴部片

である。刻目の中と内面の一部に赤色顔料が付着していた。本来は全面的に施色されていた可能性も

ある。

V類 (174～ 265)

片井野第 1遺跡の主体をなす土器型式であり、約 7割がこの類である。塞ノ神B式上器を包括する。

92〕点を資料化した。文様、器形共にバリエーションが豊富である。

文様は貝殻刺突文、沈線文、貝殻条痕文をそれぞれ単独、もしくは貝殻刺突文を施しそれを区画す

るように沈線文を施すもの、貝殻条痕文を施しそれを区画するように沈線文を施すもののように、貝

殻を使用した文様に沈線文を組み合わせた複合文に分類できる。

器形は、口縁部、頚部の差異から分類を行った。頚部の屈曲が明瞭であり口縁部が内屈曲、もし

くは内湾するA類 (174、 176、 181)、 頚部の屈曲が明瞭であり口縁部が直線的に伸びるB類 (175、
179)、 頚部の屈曲が明瞭であり口縁部がやや外反しながら伸びるC類 (180、 184、 185、 186、 191、

201、 215)、 頚部の屈曲が不明瞭になり口縁部が外反しながら伸びるD類 (183、 188、 202、 203、

-13-
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228)、 頚部の屈曲が無く胴部から口縁部まで直線的なE類 (189、 225)イこ分類できる。頚部は残存し

ていないが、口縁部が内湾する178、 195、 196等 もA類に分類されると思われる。また189は、僅かな

がら頚部痕跡のカーブが見られるため、D類 とE類の中間にもう 1類型置くことも可能であるが、資

料数が少ないためE類に含めた。E類では頚部の屈曲は存在しないが、城ヶ尾遺跡 (鹿児島県埋蔵文

化財センター 2003)で指摘があるように貝殻腹縁刺突文が口縁部文様体として残存する。

法量では胴部径が56cmを 測る241を始め、口縁部径、胴部径が40cmを 超える240、 175等の大型土器、

口縁部径が35cm前後を計る174、 179、 180等の中型土器、口縁部径が25cm前後を計る178、 208等の中

小型土器、口縁部径が20cm以下である182、 183等の小型土器に分類できる。

底部は残存率が悪く、特に大型土器の底部となり得る資料はほとんどが砕片化している。形状は平

底 (258)、 やや上げ底 (252、 253等 )、 上げ底 (256、 261、 262)が確認される。258、 261で は底部に

調整時に付いた爪痕が確認できる。

特筆すべき点としては、175、 250で確認された粘土帯の接合痕が挙げられる。縄文時代早期土器の

一部が輪積成形で製作されていることは周知されていたが、175、 250ではその粘土帯の接合面に台形

状の突起を作り出し接地面積を広げている状況が確認できた。両資料共に粘土帯の下面において確認

されており、それを受ける粘土帯の上面がどのような形状であったかは不明であるが、おそらく刻目

のようなものを施し、突起を受ける形になっていたと想定される。ただし両資料共にその接合面から

分離していることから、効果は大きいものではなかったと考えられる。

Ⅵ類 (266、 267)

苦浜式上器をこの類とした。266、 267共に口縁に対し垂直に突帯が貝占り付けられる。また突帯に先

行して貝殻条痕を横位、斜位に施文している。頚部の屈曲は僅かなカーブが残るが、基本的に胴部か

ら口縁部にかけて直線的に伸びる器形をもつ。

Ⅶ類 (268)

鎌石橋式土器をこの類とした。頚部の屈曲はなく胴部から口縁部に向かって緩やかに外反する器形

である。外面は貝殻条痕を横位に直線、波状に施し、その後に鋸歯状に斜位の条痕を施す。口縁端部

には外面、内面から互い違いに刻目が配されている。

Ⅷ類 (269、 270)

貝殻条痕文土器をこの類とした。共に口縁部片であり口縁部以下の状況は不明であるが、おそらく

直線的に胴部へと繋がる器形になるものと思われる。269は条痕が大きく深い。270はやや細めの条痕

で深さも浅い。日縁端部に刻目を施す。

Ⅸ類 (271～ 283)

無文土器 (刻 目だけのものを含む)を この類に包括した。271は口縁部から胴部まで残存している。

器形は円筒状に胴部が立ち上がり、頚部で外斜し口縁部で再び垂直に近い形で立ち上がる、受口のよ

うな形態を呈する。278は平棒式上器に形態が似るが、無文のためこの類に分類してある。

X類 (285、 286)

横断面が円形を呈しない土器をX類 とした。285は残存する横断面が逆「く」の字状を呈し、角筒

もしくはレモン形の横断面を呈する可能性がある。外面調整は横位の貝殻条痕文が施文される。286

は口縁部片であるが、器壁の薄さに比して口縁のカーブが非常に緩く角筒もしくは楕円形の横断面を

呈する可能性がある。

�類 (287～ 290)

その他の上器をこの類とした。287、 288は胎土に多量の繊維痕跡が見られる土器である。287は 口

縁部片で内面は貝殻条痕、外面はヨコナデによる調整である。口縁部のやや下に隆帯を作り出してい

る。288は胴部片で外面を縄文、内面は貝殻条痕による調整である。両資料は多量の繊維痕跡と焼成、

色調が類似することから同一型式と思われる。類例としては茅山下層式上器や帝釈峡繊維土器群が挙

げられるが確定的ではない。同じ宮崎市域内では、跡江貝塚、鹿毛第 3遺跡から茅山下層式土器が出

土している。289は 円形の細かい刺突により×形の施文を行う土器である。290は 口縁に対し垂直方向
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に剣菱形の短い突帯が貝占り付けられる。

(3)高残存率土器の接合状況
第20図に口縁部から胴部まで復元できた土器の中から4点を選択し、その接合状況を示した。

174は調査区南西部の比較的狭い範囲に分布している。また大部分の破片は器形位置を保ったまま

一箇所で纏まって出上した。 1破片のみやや離れた位置に飛散しているが、大部分は廃棄された位置

で砕片化したと考えられる。

175は調査区北東の斜面地を中心に分布する。ただし斜面の傾斜方向に平行する形で分布している

ため斜面地で砕片化したのではなく斜面上部で砕片化した後に斜面に転落してきた可能性もある。ま

た 1破片のみ調査区南部にまで飛散しているが、この飛散は地形傾斜に沿ったものではないため、自

然的移動ではなく人為的移動と考えられる。

179は調査区北東部で集中的に分布している。174と 同様に器形位置を保ったまま出上した破片が多

い。大形の破片で廃棄され、その場で砕片化していった可能性が高い。

180は調査区東部で集中して出上した。180は特に大形の破片が多く、どういった要因かは不明であ

るが、大形破片で廃棄されたまま砕片化が進まなかったと考えられる。

これらの接合状況から175のみ砕片が広範囲に飛散している状況が確認できた。 4点のみの検討で

はあるが、基本的には大形破片で廃棄が行われその場で砕片化していく174、 179、 180の タイプが大

勢を占めるようである。

(4)小  結 ―土器一
ここでは片井野第 1遺跡における縄文時代早期土器の出土傾向について述べ小結としたい。

片井野第 1遺跡では塞ノ神B式上器になり出土数が飛躍的に増大する。それ以前の下剥峯式土器、

押型文土器、平棺式土器、塞ノ神A式上器の段階では、田野盆地南西都縄文時代早期の遺跡内で比較

すると小規模集落の一つに過ぎない。しかし塞ノ神B式上器段階になると当遺跡での出土数が飛躍的

に増加し、他の遺跡の出土数を大きく凌駕する。ここから金丸の指摘 (金丸2007)どおりこの段階に

は田野盆地南西部における中核的遺跡になったと考えられる。ただし前段階の平棺式上器、塞ノ神A
式土器段階においても若干ながら増加傾向がみてとれることから、飛躍的な増大ではあるが、突発的

な変化というわけではない。塞ノ神B式土器に後続する苦浜式土器、鎌石橋式上器の段階になると再

び断絶に等しいほどの減少をみせ、小規模集落へと後退する。

このように片井野第 1遺跡は塞ノ神B式上器段階のみ田野盆地南西部における中核的遺跡となる

が、遺跡の立地からみると、前段階の中核的遺跡は元野河内遺跡であり、片井野川を挟んだ対岸側の

台地からの移動であるため、同一台地上内での移動とは異なり、はっきりとした意識をもって (片井

野第 1追跡の立地を選択して)移動を行ったと考えるべきである。また移動を行ったにも関わらず次
の上器型式になると片井野第 1追跡を離れ、片井野川を挟んだ対岸へと再び元野河内遺跡へと移動す

るという点も同様であろう。
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載
号
掲
番
上
位
出
層

法   量 文様及び調整 色   調
胎  土 備 考

口径 器高 属径 外面 内面 外面 内面

]フ 区 貝刺突 丁寧なナデ に心ヽい黄橙 にもヽい黄橙 角 石

]8 Ⅸ 山形押型文 ナ デ に′∬い橙 灰黄褐 雲 石 橙粒子

19 Ⅸ 山形押型文 ナ デ に′]ヽ しヽ

"自

にぶしヽ褐 角 石

20 Ⅸ 短枝回転文 ナ デ に′]ヽ しヽ詔∃ に心ヽい赤褐 雲 石 長

21 Ⅸ 短枝回転文 ナ デ 黄褐 に心モ 黄ヽ褐 石

22 Ⅷ 短技回転文 ナデ に13ヽ しヽ褐 橙 石 褐色粒子

28 Ⅸ 波形押型文 ナデ に心ヽい黄橙 に13ヽ しヽ黄橙 石 黒色粒子

24 Ⅸ 刻目突帯 束J突 沈線 ナ デ 灰褐 灰黄掲 角 長 黄色粒子

25 Ⅸ 亥J目 束J突 沈線 ナ デ にらヽい黄橙 に心ヽい黄褐 雲 長 黒色粒子

26 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ナデ にぶい黄掲 灰黄褐 角 雲 石 橙色粒子

2フ Ⅸ 刻目 縄文 ナデ にぶい黄褐 にぶい黄褐 角 長 黒色粒子

28 区 刻目 束」突 縄文 ヨコナデ にぶい黄褐 に13ヽい黄橙 雲 石

29 Ⅷ 刻目 刺突 沈線 ヨコナデ に心ヽい黄橙 暗灰黄 石

30 Ⅷ 刻目突帯 束じ突 沈線 ヨコナデ 灰黄 にぶい黄掲 石

31 Ⅷ ヨコナF ヨコナデ にg、し、荘含 に13ヽしヽ橙 鳥 石

32 Ⅷ 刻目 縄文 ヨコナデ にぶい黄橙 にぶい黄掲 石 黒色粒子

33 MIB 刻目 縄文 ナ デ にぶい黄橙 橙 石 黒色粒子

34 Ⅷ 刻目 沈線 ヨコナデ 橙 構 石 長 掲色粒子

35 WIA 刻目 刺突 沈線 ナ デ に13ヽ しヽ橙 にぶい橙 石 長 橙色粒子

36 咀ヽB 亥」目 沈線 ヨコナデ 明赤褐 晴赤褐 石 黒色粒子

3フ Ⅷ 刻目 沈線 ナデ ナデ にぶい橙 にぶしヽ黄橙 石 黒色粒子

38 WIA 束J突 沈線 突帯 ナ デ 淡黄 淡黄 角 石

39 Ⅷ 亥」目 刻目突帯 沈線 ナ デ にlg、ぃ黄橙 晴掲 角 石

40 Ⅷ 亥」目 沈線 ナ デ 明赤掲 明赤掲 石 長

41 Ⅷ 刻目 縄文 ヨヨナデ ナ デ 掲灰 掲灰 石 黒色粒子

42 Ⅸ 刻目 刺突 縄文 ナ デ に13ヽ しヽ橙 掲灰 石 黒色粒子

43 Ⅸ 刻目 沈線 ヨコナデ ヨコナデ 暗灰黄 にぶい黄 雲 石

44 Ⅸ 刻目 沈線 ナ デ に心ヽい黄橙 淡黄 角 石

45 Ⅸ 刻目 沈線 ナデ ナ デ に13ヽしヽ黄橙 橙 石 黒色粒子

46 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ナデ ナ デ 浅黄橙 に13ヽしヽ黄 1豊 烏 石

47 Ⅸ 刻目 沈線 ナデ ナデ にぶい黄橙 にg、ぃ黄橙 石 黒色粒子

48 Ⅸ 刻目 沈線 ヨヨナデ にぶい貰橙 に′]ヽ しヽ黄詔5 石

49 Ⅸ 刻目 沈線 ナデ ナ デ にぶい黄橙 に13ヽしヽ黄橙 雲 石

50 Ⅸ 刻目 束」突 沈線 ヨヨナデ ナデ にぶい黄橙 に13ヽしヽ黄橙 角 石

51 Ⅸ 刻目 沈線 ヨコナデ ナデ 浅黄 にぶい黄橙 雲 長 黒色粒子

52 Ⅸ 刻目 沈線 ナデ ナデ にlSヽい黄4き にぶい黄橙 雲 長 黄色粒子

53 Ⅸ 刻目 沈線 ナ デ にぶい褐 灰褐 角 石 長

54 Ⅸ 刺突 沈線 ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 石

55 Ⅶ A 沈線 束U突 ナデ にlSヽい橙 にぶい黄褐 角 石

56 Ⅸ 刻目 沈47Rナデ ナデ 灰黄掲 に13ヽ しヽ褐 雲 石

57 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ヨコナデ ヨヨナデ に13ヽ しヽ褐 明褐 雲 石 長

58 Ⅸ 刺突 縄文 洵線 ヨコナデ 明黄掲 に13ヽしヽ黄掲 石

59 Dl 刻目 沈線 ナデ 灰掲 に心ヽい黄褐 角 石

60 WIA 刻目 刻目突帯 ナデ ナデ にぶい橙 に13ヽしヽ橙 角 石

61 咀ヽA ナ デ ナデ に心ヽしヽお豊 にぶい黄橙 長

62 砥ヽA 刺突 沈線 ナ デ 橙 にぶい黄橙 角 長

68 Ⅸ 刻目 沈線 ナ デ に13ヽしヽ橙 橙 角 石

第2表 縄文時代早期遺物包含層出土土器観察表①
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載
号
掲
番

土
位
出
層

法 量 文様及び調整 色 調
胎  土 備 考

口径 器高 底径 外面 内画 外面 内画

64 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ナ デ にlSヽい黄橙 灰黄掲 石

65 Ⅸ 刺突 沈線 ナ デ 橙 橙 角 石 長 補修孔

66 Ⅸ 刻目 刻目突帯 束」突 沈線 ナデ に13ヽい黄橙 橙 角 石 長

67 Ⅸ 刻目 刻目突帯 束」突 沈線 ナデ に′]ヽ しヽ本旨 橙 石 長 黒色粒子

68 区 刻目 縄文 ヨコナデ ヨコナデ に13ヽしヽ黄橙 にぶい黄糧 雲 石

69 区 刺突 縄文 ヨコナデ 黄掲 黄褐 雲 石 長

70 Ⅷ 区 刻目突帯 沈線 ナデ 浅黄橙 灰白 局 石 長

フ 1 Ⅷ 刻目 刺突 沈線 ヨヨナデ 浅黄 浅黄 角 石 長

フ2 Ⅷ 刻目 刻目突帯 沈線 丁寧なヨコナデ 浅黄橙 橙 角 長

78 Ⅸ 沈緑 ナデ ヨヨナデ 黄褐 黄褐 石 長

74 Ⅸ 沈線 ナデ ヨヨナデ に13ヽい掲 にぶしヽ掲 長

75 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ナデ に13ヽしヽ橙 に,試 しヽ橙 角 石

76 Ⅸ 刻目 束」突 沈線 ナデ に13ヽ しヽ橙 に心ヽい黄橙 雲 石 長

77 Ⅸ 刻目 束」突 沈線 ヨヨナデ 黒褐 掲 鳥

78 区 刻目 刺突 沈線 ナ デ にぶい黄褐 に心ヽい黄橙 石 黒色粒子

79 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ナ デ 橙 橙 角 石

80 区 刻目 刺突 沈線 ナデ にぶしヽ掲 に13ヽい掲 雲 角 石

81 Ⅸ Pxl目 刺突 沈線 ナ デ に13ヽしヽ黄本ヨ に13ヽ しヽ黄橙 雲 石

82 Ⅸ 刻目 亥」目突帯 束」突 沈線 ナ デ 灰黄 に′]ヽい主き 石 長 黒色粒子

83 区 刻目 刺突 沈線 ナ デ IE13ヽい赤褐 橙 角 石

84 Ⅸ 刻目 刺突 沈線 ナデ に13ヽい黄糧 に13ヽい褐 石

85 Ⅷ 刻目突帯 束」突 沈線 ナデ 褐灰 掲灰 石 長

86 Ⅷ 刻目突帯 縄文 ナデ ヨコナデ に13ヽい黄小豊 にぶい黄掲 雲 石

87 Ⅸ 刻目 刻目突帯 ナデ ナ デ 灰黄掲 に13ヽしヽ橙 石 角

88 Ⅸ 刻目 沈線 束J突 ナデ 浅黄橙 浅黄橙 石 長

89 Ⅸ 刺突 縄文 ヨコナデ 亥」目 ヨコナデ に心ヽい黄橙 灰黄掲 石

90 Ⅸ 刻目 刻目突帯 沈線 ナ デ にもヽい黄糧 にザ]ヽ しヽ:電対豊 石 雲

91 Ⅸ 刻目 刻目突帯 丁寧なナデ 橙 掲灰 石 長

92 Ⅷ 刻ロ ナデ 沈線 亥Jロ ナデ IE13モ 掲ヽ にがい掲 雲 石

98 咀ヽA 沈線 亥」ロ ナデ ナデ にらヽい黄橙 に心ヽい黄橙 雲 石

94 Ⅷ 刻目 沈線涼」突 ヨヨナデ ヨコナデ に′]ヽいオ登 に′]ヽ しヽ:竜嘔豊 雲 石

95 Ⅸ 刻目 沈線 ヨヨナデ ヨコナデ 明掲 に心ヽい黄褐 石

96 Ⅸ 刻目 沈線 ナデ ナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 ф
´

9フ �旺A 沈線 ナデ ナデ に13ヽしヽ橙 にぶい橙

98 �IA 亥」目 沈線 ナデ にぶい黄橙 に′]ヽい黄本監 角 石

99 MIA ナデ ナデ 淡黄 淡黄 石 黒色粒子

100 Ⅸ 縄文 ナデ ナデ に心ヽい黄橙 灰黄 長 石 黒色粒子

101 Ⅸ 刻目 沈線 束」突 亥」目突帯 ナデ にぶい黄橙 にlSiい橙 石

]02 Ⅸ 刻目突帯 ナデ ナデ 浅黄橙 にぶい黄橙 角 長

]08 Ⅸ 刻目突帯 縄文 ナ デ にぶい黄糧 灰黄掲 角 石

]04 Ⅸ 亥J目突帯 ナ デ にぶい橙 橙 角 石

105 Ⅸ 刻目突帯 沈線 束」突 ナデ 橙 にぶい黄橙 角 石

]06 区 刺突 沈線 ナデ 橙 浅黄糧 石

07 Ⅸ 刻目突帯 沈線 ナ デ に13ヽしヽ黄本豊 にぶい黄橙 石 長 黄色粒子

08 Ⅸ 刻目突帯・結節縄文 縄又 ナデ に13ヽい黄橙 にぶい黄橙 石 長

09 区 刻目突帯 沈線 丁寧なナデ 橙 にぶしヽ赤掲 角 石

110 Ⅸ 亥」目突帯 沈線 束u突 ナデ にぶしヽ掲 にぶい黄橙 角 石 橙色粒子
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111 Ⅸ 刻目突帯 縄文 ナデ 丁寧なナデ に13ヽ しヽ橙 にぶしヽ燈 雲 角 黄色粒子

112 区 刺突 沈線 縄文 丁寧なナデ 灰捐 に′]ヽ しヽ増豊 角 石

113 Ⅸ 縄文 ナデ ナ デ 明黄掲 に13ヽしヽ黄褐 石 長

114 Ⅸ (32) 刻目 刺突 沈線 丁寧なナデ に13ヽい黄橙 浅黄 角 石 ミニチュア壼形主器?

115 Ⅷ (398) 刻目 刻目微隆起線文 沈線 ヨコナデ にぶい構 明掲灰 石 黄色粒子 黒色粒子

116 区 (316) 刻目 亥」目微隆起線文 沈線 丁宇なナデ にぶい橙 褐灰 角 石

117 ⅦA Ⅸ (380) 刻目 亥」目微隆起線文 沈線 ナ デ 浅黄橙 にぶい黄橙 石 黒色粒子

]18 Ⅸ 沈線 ナデ ナ デ 浅黄橙 にぶい黄積 角 長

]19 Ⅷ 刻目 刻目微隆起線文 丁寧なナデ 糧 灰褐 角 石

120 Ⅸ 刻目 刻目微隆起線文 沈線 丁寧なナデ 貢灰 灰 角 石 雲 長

121 Ⅷ 刺突 沈線 ヨヨナデ 掲灰 灰掲 角 長

122 区 刻目 刻目微隆起線文 沈線 丁寧なナデ に13ヽ しヽ橙 に13ヽしヽ:竜橙 角 石

123 Ⅷ 刻目 刻目微隆起線文 沈線 丁寧なナデ に13ヽ しヽ糧 にぶい橙 角 石 長

124 WIA 刻目 刺突 沈線 ヨコナデ ヨコナデ に13ヽ しヽ糧 に,引い橙 角 石 長

125 区 刻目 刻目微隆起線文 沈線 丁寧なナデ 橙 にぶしヽ橙 角 石 長

126 Ⅸ 刻目微隆起線文 ヨヨナデ ヨヨナデ 明黄褐 にぶしヽ黄橙 石 長

12フ Ⅸ 刻目 沈線 ヨコナデ ヨコナデ に13ヽしヽ黄橙 にぶい黄糧 角 石

128 Ⅸ 亥」目 亥」目微隆起線文 沈線 ナ デ に13ヽい赤掲 にぶい赤掲 石 黒色粒子

129 Ⅸ 刻目 刻目隆起線文 沈線 ナ デ にぶしヽ黄橙 灰掲 石 長

180 Ⅷ 刻目 沈線 ナ デ 浅黄橙 灰白 角 石 赤色粒子

131 Ⅸ 刻目 束J突 沈線 ナデ 灰黄掲 灰黄掲 石 黒色粒子

132 Ⅷ 刻目 刺突 沈線 ヨコナデ ヨコナデ 明赤掲 にぶい橙 石 長

138 Ⅷ 刻目 沈線 ヨコナデ にぶい黄橙 に13ヽし漬 荘色 角 長

134 Ⅷ 亥J目 刻目微隆起線文沈線∃]ナデ ヨコナデ 灰黄掲 黒掲 鳥 石 長

135 Ⅷ 刻目 刻目微隆起線文 沈線 ヨヨナデ 橙 橙 石

186 Ⅸ 刻目 刻目微隆起線文 沈線 ナデ にdい黄橙 橙 角 石 長

137 区 刻目微隆起線文 沈線 ナ デ 橙 灰掲 角 石

138 区 刻目 刺突 沈線 ナ デ に13ヽい赤褐 暗赤褐 角 石

139 Ⅸ 刻目 沈線 ナデ ナデ にぶしヽ褐 灰褐 角 石

140 区 刻目 沈線 ナデ 灰 白 灰褐 石 長 黄色粒子

]41 区 刻目 沈線 ヨコナデ ナ デ 褐灰 にlSヽしヽ褐 石

]42 区 刻目 刻目隆起線文 沈線 ナデ にlSヽしヽ黄本自 にlSヽい橙 石 長 黒色粒子

143 Ⅸ 沈線 ナデ ナデ に′]ヽ しヽ荘旨 にぶい黄橙 角 石

144 lヽB 刻目 沈線 ヨコナデ ヨコナア 橙 掲 石

145 Ⅸ 刻目 亥」目隆起線文 丁寧なナデ 浅黄橙 に13ヽ しヽ橙 角 雲 石 黄色粒子

46 Ⅸ 刻目 刻目隆起線文 ナデ 灰黄掲 にぶい黄橙 石 長 黒色粒子

4フ 区 刻目微隆起線文 束」突 ナデ 丁寧なナデ に,3ヽい1含 に13ヽ しヽ掲 角 石

48 Ⅸ 刻目微隆起線文 ナデ ナデ 橙 糧 角 石

49 Ⅸ 刻目微隆起線文 沈線 ナデ ナ デ 橙 橙 角 石

150 Ⅸ 刻目微隆起線文 ナデ 丁寧なナデ に13ヽしヽ橙 にぶい橙 石

151 Ⅸ 刻目微隆起線文 ナデ ナ デ に13ヽ しヽ橙 にぶい橙 角 石

152 Ⅸ 刻目微隆起線文 沈線 ナデ 丁寧なナデ に13ヽ しヽ橙 灰掲 雲 石 黄色粒子

158 Ⅸ 撚糸文 ナデ 丁寧なナデ にぶい黄橙 に13ヽしヽ黄橙 石 長

154 Ⅸ 亥」目微隆超線文 撚糸文 ナデ 丁寧なナデ にdい橙 にぶい橙 角 石 長

55 Ⅸ 刻目微隆起線文 撚糸文 ナデ 丁宇なナデ にぶい橙 にぶい掲 雲 石 長

56 �ⅡA 刻目微隆起線文 撚糸文 ナデ ナデ にぶい赤褐 明赤褐 石 赤褐色粒子

57 Ⅸ 刻目微隆起線文 撚糸文 ナデ 丁寧なナデ にザ酎しヽ橙 橙 石 長
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158 MIA 員刺突 撚糸文 沈線 ナ デ 橙 にもヽい黄橙 雲 石

159 Ⅷ 亥」目微隆起線文 撚糸文 ナデ ナデ 明赤掲 明掲 角 黒色粒子 橙色粒子

160 Ⅸ 撚糸文 ナデ ナデ にぶい橙 に13ヽしヽ褐 角 石

161 Ⅸ 撚糸文 沈線 ナデ ナデ 橙 明赤掲 角 石

162 Ⅸ 撚糸文 ナデ ナ デ に′]ヽ しヽ荘旨 掲灰 鳥 石 長

163 Ⅸ 撚糸文 ナデ 丁宇なナデ に′]ヽ しヽお旨 灰褐 角 石 長

164 Ⅸ (153) ナデ 粗いナデ に′]ヽ しヽ7∃ に13ヽ しヽ橙 雲 角 石

165 Ⅷ 沈線 撚糸文 ナデ ナデ 橙 にg、ぃ赤掲 石 黒色粒子

166 Ⅸ 刻目微隆起線文 沈線 ナデ ナ デ 橙 に13ヽ しヽ橙 石 黒色粒子

16フ Ⅸ 撚糸文 ナデ 丁寧なナデ にぶい黄橙 黒褐 角 黄色粒子

168 WIA 刻目微隆起線文 ナデ ナデ に,]ヽしヽ詔3 明褐 雲 石 長

169 Ⅸ 刻目微隆起線文 ナデ ナデ 淡黄 淡黄 角 石

]フ0 Ⅸ 刻目微隆起線文 ナデ ナ デ 橙 浅黄橙 局 石 長

1フ ] Ⅸ (74) 刻目 微隆起線文 ナデ ナデ に13し 橙ヽ に13ヽ しヽ橙 角 石 長

]フ2 Ⅸ (78) 丁寧なナデ ヨコナデ 橙 橙 角 石 長

]フ8 亥」目微隆起線文 ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 石 長 赤色顔料付着

174 Ⅷ 区 (346) 刺突 沈線 ナデ ヨコナデ に13ヽしヽ貫 に′]ヽ しヽ婁竜本自 壼 石

]フ5 ⅦAⅧ Ⅸ (410) 貝条痕 貝束J突 沈線 ナデ 丁寧なナデ に,き しヽヽ紹3 にdい褐 雲 石 黄色粒子 粘土帯接合痕

1フ6 Ⅷ (3フ 6) 貝刺突 ナデ ナデ にぶい黄橙 にg、り黄橙 雲 長

1フフ Ⅷ 沈線 ナデ ナデ にぶい黄橙 橙 雲 長

]フ8 Ⅷ (258) 貝刺突 沈線 ナデ ナ デ に,3ヽしヽPB 明掲灰 角 長

]フ9 ⅦAⅧ Ⅸ (388) 刻目 貝刺突 沈線 ナデ ナデ に心ヽい黄橙 に13ヽ しヽ黄

180 Ⅷ Ⅸ (34⊇ ) 貝条痕 貝刺突 ナデ 丁宇なナデ 灰白 灰白 角 石 長 褐色粒子

18] Ⅷ 貝刺突 沈線 ナデ ナデ 橙 灰褐 角 長

182 Ⅷ (160) 沈線 ナデ ヨコナデ に′]ヽ しヽお豊 灰褐 局 石 長

188 Ⅷ (172) 員刺突 沈線 ナデ ヨヨナデ に′3ヽ しヽ増旨 灰褐

]84 Ⅷ (277) 貝刺突 沈線 ナデ ナデ に13モ 掲ヽ 灰掲 石 長 黒色粒子

185 Ⅷ (278) 貝条痕 貝刺突 ナデ ナデ に′]ヽ しヽイ弓 褐 石 長

]86 Ⅷ (346) 貝条痕 貝刺哭 ヨコナデ 明褐 黄褐 石

]87 Ⅸ 貝刺突 ナデ が デ 灰黄掲 に13ヽ しヽ橙 石 長

]88 MI Ⅸ (352) 貝刺突 沈線 ナデ ヨヨナデ にぶい赤褐 に心ヽい赤掲 雲 石 長

189 ⅦA Ⅶ 貝条痕 貝刺突 ナデ に13ヽい黄糧 にぶしヽ黄糧 石 黒色粒子 掲色粒子

190 Ⅷ 貝刺突 ナデ ナデ 黒褐 にぶい黄橙 長 黒色粒子

191 Ⅷ (308) 貝刺突 沈線 ナデ 粗いナデ 灰褐 灰掲 石 掲色粒子

192 ⅦB Ⅶ 貝刺突 ナデ ナデ にlSヽい黄橙 灰掲 雲 石 長

198 Ⅷ 貝刺突 沈線 ヨヨナデ ヨコナデ 橙 明黄掲 雲 石 貝刺突を沈線で区ロ

194 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 沈線 ナ デ 灰掲 灰掲 雲 石 長 貝条痕を沈線で区廼

195 ⅦA Ⅶ 貝刺突 沈線 ナデ 丁寧なナデ 橙 に′3ヽ しヽ詔5 雲 石 黒色粒子

196 Ⅷ 貝束」突 沈線 ナデ ヨコナデ 橙 に′]ヽ しヽ蒋含 雲 石 黒色粒子

197 Ⅷ 貝刺突 沈線 ナデ 丁寧なナデ に13ヽい黄掲 明赤掲 雲 石

198 咀ヽA 貝条痕 員刺突 沈線 ナ デ 橙 に′]ヽ しヽお豊 石 黒色粒子

199 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 ナデ にdい褐 灰掲 雲 石 黒色粒子

200 Ⅷ 刻目 沈線 ナデ ナデ 灰黄掲 にg、し、tF」 石

201 Ⅷ 貝刺突 沈線 ナデ ナデ 灰黄掲 にlSiい掲 石 長 貝束1突を沈線で区ロ

202 Ml 貝刺突 ナデ ナ デ に13ヽしヽ橙 褐灰 石黒色粒子赤褐色粒子 貝束!突を沈線で区廼

203 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 沈線 ナ デ 明赤掲 に13ヽ しヽ橙 石 長

204 WIA 貝刺突 ナデ ナ デ 浅黄橙 灰黄掲 石 黒色粒子
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205 MIA 貝束」突 ナデ ヨヨナデ にぶい橙 に′きヽしヽ本霊 角 石

206 DC 貝刺突 ナデ ナ デ 褐灰 に心ヽい黄橙 石 長

207 DC 貝刺突 粗いナデ 粗いナデ にぶい橙 に13ヽ しヽ黄橙 角 石 長

208 Ⅸ 貝刺突 粗しヽナデ 粗いナデ に13ヽしヽ黄糧 に13ヽしヽ橙 角 長

209 Ⅸ 貝刺突 沈線 ヨコナデ ヨコナデ に13ヽしヽ黄本豊 明黄掲 石 長

210 区 貝刺突 ナデ ナ デ に′]ヽ しヽ市色 にぶい橙 向 石 長

211 Ⅸ 貝刺突 ナデ 丁宇なナデ に′]ヽ しヽお含 にぶい褐 石

212 Ⅸ 刻目 貝刺突 ヨコナデ ヨコナデ 明黄褐 明黄褐 石 長

213 Ⅸ 刻目 貝刺突 ナデ ナデ に13ヽしヽ帽 に心ヽしヽ褐 石 長石 褐色粒子

214 Ⅸ 亥」目 貝烈」突 ヨコナデ 浅黄 浅黄 角 石

215 MIB 貝条痕 貝刺突 ナデ ナデ に13ヽしヽ燈 に′]ヽ しヽ詔巳 角 長

216 Ⅸ 刻目 貝刺突 ナデ 掲灰 掲灰 角 石

217 Ⅸ 貝刺突 束J突 ナデ にぶい橙 に′]ヽ しヽ本自 角 石 長

218 Ⅸ 亥」目 貝刺突 ヨヨナデ ヨコナデ に心ヽい黄橙 明貢褐 石

219 Ⅸ 貝刺突 ナデ ナデ 橙 橙 豪
ｒ

220 Ⅸ 沈線 貝刺突 ナデ 灰褐 掲灰 雲 黄色粒子 貝刺突を沈線で区画

221 Ⅸ 沈線 貝刺突 ナデ に13iい橙 に′]ヽ しヽオ豊 石 長

222 Ⅸ 亥」目 貝刺突 沈緑 丁寧なナデ 灰黄掲 にぶい黄掲 雲 石

223 Ⅸ 刻目 沈線 丁寧なナデ 灰賞 灰黄 石 黒色粒子

224 区 貝刺突 ナデ にぶい橙 に13ヽしヽ橙 石 長 角

225 WIB 貝条痕 貝刺突 ナデ にg、し、?B にぶい赤掲 石

226 Ⅷ Ⅸ 貝刺突 ナデ ナデ 褐 灰 黄灰 石 長 褐色粒子

227 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 ヨコナデ 橙 橙 石 長 橙色粒子

228 Ⅷ 沈線 ナデ ナデ にぶい赤褐 にぶい掲 雲 石 黒色粒子 穿7L

229 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 沈線 ナデ 浅黄橙 浅黄橙 石 黒色粒子

230 Ⅷ Ⅸ 貝条痕 貝刺突 ナデ 灰黄褐 に′]ヽ しヽ″B 雲 長

231 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 沈線 ナ デ にぶしヽ黄橙 に,3ヽ しヽヤB 雲 石

232 Ⅷ 貝束J突 沈線 糧いナデ 橙 に,]ヽ しヽ本魯 石 黒色粒子

233 Ⅷ Ⅸ 貝条痕 貝刺突 ナ デ にぶい黄橙 にぶい黄橙 石

234 Ⅷ 貝条痕 ナデ ナ デ にdい橙 灰褐 角 石

235 Ⅷ Ⅸ 貝条痕 貝刺突 沈線 ナ デ に′]ヽいま電

"含

に′]ヽい蒋魯 長灰掲色粒子黒色粒子

236 Ⅷ 貝条痕 員刺突 沈線 粗いナデ に13ヽしヽ橙 灰掲 角 石

23フ Ⅷ Ⅸ 貝条痕 ナデ 粗いナデ に13ヽしヽ橙 に′]ヽ しヽお自 石 長

238 Ⅷ Ⅸ 沈線 ナデ ヨコナデ 浅黄橙 浅黄橙 石 長

239 Ⅷ 貝条痕 沈線 ナ デ 橙 灰褐 石 黒色粒子 貝識条頂文を沈線で区画

240 Ⅷ 貝条痕 洵線 ナデ にぶい黄橙 に心ヽい黄橙 石 黒色粒子 員殻条痕文を沈線で区匹

241 ⅦB Ml 貝条痕 沈線 ナ デ 黒掲 灰掲 石 長 掲色粒子 員殻条痕文を沈線で区匹

242 Ⅷ 貝条痕 貝刺突 ナ デ にぶい黄帽 にぶい黄掲 雲 石

248 Ⅷ 貝条痕 貝刺契 ナ デ 掲灰 に,3ヽしヽ1豊 石 長

244 ⅡヽA 貝条痕 ナ デ にぶい幅 に13ヽ しヽ赤掲 雲 長

245 Ⅸ 貝条痕 貝刺突 ナ デ 橙 にぶい黄橙 為 長 黄色粒子

246 Ⅷ Ⅸ 沈線 ナ デ にぶい橙 灰褐 石

247 MIA 貝条痕 ナ デ にぶい橙 にぶい黄掲 石

248 Ⅷ 沈線 ナデ ナ デ に13ヽしヽ黄橙 明掲灰 石 黒色粒子

249 Ⅷ 貝条痕 ナ デ 浅黄橙 灰褐 石 長

250 MIA 貝条痕 粗いナデ 灰掲 に13ヽい褐 雲 長 褐色粒子 粘土帯接合痕

251 Ⅷ 貝刺突 ナ デ に′]ヽ しヽ?目 に13ヽ しヽ褐 石 長 掲色粒子 洵面から買通しない穿引

第2表 縄文時代早期遺物包含層出土土器観察表⑤
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掲載
番号
出土
層位

法 最 文様及び調整 色 調
胎  土 備 考

口径 器高 底径 外面 内面 外面 内面

252 区 (フ 4) ナデ 沈線 粗いナデ にぶしヽ橙 にlSヽい掲 石 長 黄色粒子

253 区 (99) 沈緑 丁軍なナデ ナ デ 浅黄橙 に13ヽい橙 石 長

254 Ⅸ ナデ 貝条痕 ナデ にぶい橙 に13ヽい橙 石 長

255 Ⅸ ナデ 沈線 丁寧なナデ 掲灰 に13ヽしヽ橙 灰色粒子 長

256 Ⅸ 12) 粗いナデ 粗しヽナデ にザ酎しヽ橙 に13ヽ しヽ橙 長

257 Ⅸ (フ 2) に13ヽい黄4登 褐 暗褐 雲 石

258 Ⅷ (94) ナデ ナデ 橙 に13ヽ しヽ橙 石 角?

259 Ⅷ (100) 貝条痕 ナデ にlSヽい黄橙 に13ヽ しヽ褐 雲 石

260 Ⅷ フ O 貝条痕 ナデ に13ヽい赤掲 にぶい褐 雲 石 赤掲色粒子

261 Ⅷ (94) ナ デ ナ デ にぶしヽ橙 橙 長 橙色粒子 底部に爪痕

262 Ⅷ (102) 員条痕 ナデ に13ヽしヽ妄彗オ登 灰 白 石 黒色粒子

263 Ⅷ 貝条痕 ナデ に13ヽし導驚オ登 に13ヽしヽ黄橙 角 石 長

264 Ⅷ 貝条痕 ナデ 橙 掲灰 石 長 黒色粒子

265 Ⅷ (116) 沈4/Rナデ ナ デ 憧 にぶしヽ橙 石 長

266 Ⅶ A 縦隆帯 貝条痕 ナデ に13ヽし増弯オ登 に13し 黄ヽ橙 石 黒色粒子 淡黄粒子

26フ Ⅷ 縦隆帯 貝条痕 ヨコナデ 橙 浅黄 角 石

268 Ⅷ (380) 貝条痕 亥」目 ヨコナデ 灰黄 に13ヽ しヽ橙 石 黄色粒子

269 貝条痕 貝条痕 にぶい褐 灰黄褐 石 長 黄色粒子

270 Ⅷ 刻目 貝条痕 員条痕 に13し 黄ヽ掲 にぶしヽ黄橙 石

2フ ] Ⅷ ヨヨナデ ナデ 黒掲 に13iい黄褐 石 角

2フ 2 Ⅸ ナデ ナデ 黒掲 にぶい掲 石 長

273 Ⅸ ヨヨナデ ヨコナデ ケズリ に′]ヽ しヽ黄褐 灰黄褐 雲 石

274 Ⅸ ヨヨナデ ヨヨナデ 浅黄 浅責 石

275 Ⅸ ヨヨナデ 亥」目 ヨヨナデ にぶい橙 に13ヽ しヽ橙 石

276 Ⅸ ナデ 束」突 粗いナデ にぶい構 にぶしヽ黄橙

2フフ Ⅸ 丁寧なナデ 丁寧なナデ に13しうよ掲 にぶい黄橙 石

278 Ⅸ ナ デ ナ デ に13ヽい黄橙 淡黄 石 長 黒色粒子

2フ 9 Ⅸ ナデ 穿孔 ナ デ 褐灰 灰黄掲 石  長

280 Ⅷ (152) ナデ 沈線? ナデ 橙 に13ヽ しヽ橙 角 石 長

281 Ⅷ (90) 粗いナデ 爪痕 にlSヽい黄4豊 橙 雲 石 底部外面に爪床

282 MIA (124) ナ デ ナ デ にぶい橙 に13ヽい橙 雲 石

283 Ⅸ 10) ナデ ナデ 灰黄帽 灰掲 角 石

284 Ⅸ 沈線 粗いナデ にぶしヽ橙 掲灰 長 黄色粒子

285 Ⅷ 貝条痕 粗いナデ に13iい橙 明掲灰 石 長 黒色粒子 角筒土器

286 Ⅸ ヨヨナデ 丁寧なナデ にぶい橙 に13ヽしヽ橙 角 石 長 掲色粒子 角筒土器?

28フ Ⅷ ヨコナデ 隆起線文 員条痕 暗灰黄 暗灰黄 雲 石 繊維痕 冶土内に多量の繊維席

288 Ⅷ 縄文 貝条痕 にぶい黄橙 灰黄褐 石 長 繊維痕 冶土内に多量の繊縦媚

289 Ⅸ 格子状連続刺突 丁寧なナデ 浅黄 浅黄 石 黄色粒子

290 Ⅸ 粘土帯貼付 ナデ 浅黄橙 浅黄橙 石 黒色粒子 駐方向の粘土帯貼代

第2表 縄文時代早期遺物包含層出土土器観察表⑥
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b.石器
縄文時代早期包含層からは、総数1,855点の石器が出土した。ここでは製品を中心に147点の実測図

を掲載した。

石鏃及びその未製品 (291～ 402)

石鏃は未製品、欠損品も含め137点 出上し、そのうち112点を図示した。石鏃は形態からA類～ I頚

に分類したが、整理作業上の分類であり分類によって時期や機能差を検討する段階にまで至ってはい

ない。

・A類 (291～ 303):形状が正三角形またはそれに近い形を呈し基部に袂りをもつものである。13点

を図示した。

・B類 (304～ 323):形状が正三角形またはそれに近い形を呈し基部に快 りをもたない、またはほと

んど快りがないものである。20点を図示した。

・ C類 (324～ 344):形状は二等辺三角形を呈し、基部に袂りをもつもので、21点 を図示した。刃部

が直線的なもの (330、 339等 )、 緩やかな弧をもつもの (325、 327等 )、 刃部下半に屈曲部をもつもの

(337、 338)に細分することは可能である。

・D類 (345～ 350):形状は二等辺三角形であり、基部に決りをもたない、またはほとんど袂りがな

いものである。 6点を図示した。刃部が直線的なものと緩やかな弧をもつものに細分可能である。

・ E類 (351):脚部に突出部をもち形状が五角形を呈するものである。片井野第 1遺跡では 1点のみ

出上した。

・F類 (352～ 354):基部を深く快ったいわゆる鍬形鏃の中で、形状が正三角形またはそれに近いもの。

4点を図示した。
・G類 (355～ 377):鍬形鏃の中で、形状が二等辺三角形を呈するものである。刃部が直線的なもの、

緩やかな弧をもつものに細分可能である。22点図示した。

・H類 (378～ 381):体部下半に量大幅をもち、刃部は緩やかな弧を描きながら基部に向かって窄ま

る形状をもつ。 4点を図示した。

・ I類 (382、 383):形状は正三角形に近い形を呈し、刃部、基部の 3辺がそれぞれ内湾する形状を

呈する。 2点図示した。

・ J類 (384～ 399):他の類とは分類の基準が異なるが、素材剥片の形状を大きく残すもの。未製品

を含む可能性がある。16点図示した。

・K類 (400):形態はC類であるが、縦断面が大きく反った形状をしており実用性に欠けるため別類

とした。

・未製品 (401、 402):全体的に調整が荒く、先端部も作り出されていない。

尖頭状石器 (403～ 405)

石鏃よりも規模が大きく調整が荒いものを尖頭状石器とした。405は刃部加工を施しておリスクレ

イパーの可能性もある。

ィ:9監  (406、  407)

407は石鏃未製品の転用したものか、かなり小形ではあるが丁寧な調整をおこない尖端部を作り出

している。

石匙 (409)

横型を呈し、入念に加工を行っているが、一部に打面痕跡が残されている。

スクレイパー (410～ 412、 414、 415)

剥片を素材とし、その縁辺に連続的な調整で刃部を作り出したもので、素材はチャート、ホルンフェ

ルスが中心となる。

異形石器 (416～ 418)

いずれも剥片を素材とし、調整により両側辺に袂 りを入れている。416は換 りに加えつまみ部を作

り出しており石匙のような形状であるが刃部は作り出していない。

-33-



角錐状石器 (419)

1点出上している。本来旧石器時代の遺物と思われるが、縄文時代早期包含層が形成される時に混

入が起こったものと考えられる。自然面を多く残し、一側縁にのみ調整を施している。

ナイフ形石器 (420)

1点出上している。本来旧石器時代の遺物であるが、縄文時代早期包含層が形成される時に、斜面
地という地形の影響から混入が起こったものと思われる。ホルンフェルスを素材とし、左側縁を丁寧

に調整してある。

剥片尖頭器 (42と、422)

2点出土した。ナイフ形石器と同様に、旧石器時代遺物の混入である。両石器共に調整は荒い。

磨製石斧 (423～ 426)

いずれも両刃を意識して両面から研磨が行われているが、平面形が三角形を呈する425は 自然面を

多く残している。

二次加工剥片 (426)

左側辺に二次加工が見られる。スクレイパーの未製品の可能性もある。

石核 (427～ 429)

いずれも姫島産黒曜石の石核で、429は 1,150g、 428は 1,060gと 縄文時代早期出土のものとしては、

清武町滑川第 2遺跡出土の石核 (1245g)に次ぐ大形のものである。また427を含めた 3点は、掘方
は確認できなかったが、一点に集められた状況で出土したことから埋納されていた可能性も指摘でき

る。

磨石 (430～ 438)

完形またはそれに近いもののみ図示した。430～ 436は尾鈴山酸性岩製であり、当遺跡の磨石の主

体を成す。

石皿 (439)

1点のみ図示した。図示したものを含めて完形のものはなく、破片のみである。斜面に対して平行

方向に近い角度で出土したものもあり、斜面地側に廃棄されたと考えられる。

砥石 (440)

扁平な形状を呈し、表面が摩擦により非常に滑らかになっている。破片のため全体の形状は明らか

ではないが砥石とした。

ノジュール (441)

長径23.4cm、 短径22.5cm、 厚さ17.5cm、 重さ13kgを 測る大形のノジュールである。僅かに擦痕が見

られるが、その大きさ、重量から使用痕とは考えられないため、自然石と考えるのが妥当である。し

かし、自然堆積で包含層中に混入することは想定できないため、金丸が指摘するように (金丸2004)
ペット・ストーン等、「第2の道具」として使用された可能性が高い。

(5)小  結 一石器一
片井野第 1遺跡の石器の特徴として、姫島産黒曜石を石材とする比率の高さが挙げられる。石鏃を

例にすると、資料化した110点中43点が姫島産黒曜石製であり39%の比率を示す。これはチャートの
45点、41%に次ぐ値である。縄文時代早期後半になると姫島産黒曜石の使用率が増加する傾向は、宮
崎市田野町 (金丸2003)、 隣町である清武町 (秋成2007)において指摘されており、当遺跡でもその

傾向の追認ができる。また当遺跡と清武町の滑川第 2遺跡では大形の姫島産黒曜石石核が出土してお

り、大形の石核の形でこの地域に搬入され石器に加工されていたことがわかる。

*掲載番号408の石匙、413のスクレイパーは本来アカホヤ火山灰上の包含層の遺物であるが、整理過程でⅣ層とⅨ層

の誤記があり、それに気付かずにレイアウトを行ったため早期包含層出土遺物図面に掲載されることとなってしまっ

た。本文、観察表では訂正を行っているが図版は時間の関係上誤ったままになっている。ここに訂正し、お詫び申

し上げます。
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第21図 縄文時代早期遺物包含層出上石器実測図① (S=1/2)
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第22図 縄文時代早期遺物包含層出土石器実測図② (S=1/2)
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第23図 縄文時代早期遺物包含層出土石器実測図③ (S=1/2)
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第24図 縄文時代早期遺物包含層出土石器実測図④ (S=1/3)
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掲載番号 器 種 出土層位 長 幅 厚 重 石材 備 考

291 石鏃 Ⅷ 3] 35 039 044 A

292 石鏃 MIA 3フ 33 028 032 A

298 石鏃 Ⅸ 51 49 034 04フ A

294 石鏃 区 59 53 044 08フ D

295 石鏃 Ⅷ 4 35 035 04 A

296 石鏃 Ⅷ 8 15 04 08フ A

29フ 石鏃 MIA 4 129 03フ 04フ A

298 石鏃 Ⅸ 4 13 045 05フ D

299 石鏃 Ⅷ 3 15 04 054 A

300 石鏃 Ⅷ 138 111 033 032 C

301 石鏃 Ⅷ 15 ]4 04 054 A

302 石鏃 Ⅷ 14 14 04 061 D

303 石鏃 Ⅷ フ6 63 05フ 121 |

304 石鏃 Ⅸ 66 44 04 069 A

305 石鏃 Ⅷ フア 46 039 06フ A

306 石鏃 江ヽA 5虚 4虚 044 05フ A

30フ 石鏃 WIA 5フ 34 041 055 A

308 石鏃 MIA 55 13 04 045 A

309 石鏃 WIA 19 145 04 044 A

3 O 石鏃 WIA 45 145 038 06フ A

3 1 石鏃 区 13 15 03 054 |

3 2 石鏃 Ⅷ 15 133 039 058 C

3 3 石鏃 Ⅷ 133 152 038 051 A

3 4 石鏃 Ⅸ 135 14 04 061 D

3 5 石鏃 Ⅸ 15 15 035 055 B 石材分析資料 桑ノ木都留
3 6 石鏃 MIA 15 14フ 038 055 A

3 フ 石鏃 MIA 165 15 043 081 |

3 8 石鏃 Ⅸ 135 03 03 A

3 9 石鏃 Ⅷ 14フ 141 028 054 A

320 石鏃 Ml 155 15 035 064 C

321 石鏃 Ⅸ 135 135 035 048 |

322 石鏃 MIA 15 13 045 062 A

323 石鏃 Ⅷ 19フ 1フ 03フ 099 D

324 石鏃 Ⅷ 156 ]36 038 054 A

325 石鏃 Ⅸ 18 15 04 063 D

326 石鏃 WIA 161 148 035 066 C

32フ 石鏃 MIA 16 125 04 Oフ |

328 石鏃 Ⅸ 1フ5 1フ 045 Oフ 8 D

329 石鏃 Ⅸ ]フ 14 04 081 D

330 石鏃 Ⅷ 18 145 045 Oフ 3 A

331 石鏃 Ⅸ 222 134 044 089 A

332 石鏃 WIA 189 142 049 11フ A

333 石鏃 Ⅸ 145 135 04 06フ A

334 石鏃 Ⅸ 244 151 043 ]13 |

335 石鏃 Ⅸ 21 14 06 135 D

386 石鏃 Ml 235 165 055 i49 A

33フ 石鏃 MIA 25 116 041 1 D

338 石鏃 WIA 242 144 03フ 081 A

339 石鏃 WIA 219 139 036 Oフ D

340 石鏃 Ⅷ 186 131 036 054 A

341 石鏃 Ⅸ 32 1フ6 059 266 D

342 石鏃 Ⅷ 209 155 04 081 D

343 石鏃 Ⅷ 205 141 03フ 08フ A

344 石鏃 Ⅸ 2 04 Oフ 8 |

345 石鏃 区 17 i2 04 053 A

346 石鏃 Ⅷ 19 125 035 059 |

34フ 石鏃 Ⅷ 1フ5 145 04 053 D

第3表 縄文時代早期遺物包含層出土石器観察表①

- 40 -



掲載番号 器 種 出土層位 長 幅 厚 重 石材 備   考
348 石鏃 Ⅷ 18フ 13フ 038 069 A

349 石鏃 Ⅸ 21フ 169 062 148 D

850 石鏃 Ⅷ 156 123 039 048 D

35] 石鏃 Ⅷ 23 19 065 226 |

352 石鏃 Ⅸ 155 185 04 Oフ6 |

353 石鏃 Ⅸ 16 16 03 046 B

354 石鏃 Ⅷ 20フ 83 055 164 |

355 石鏃 Ⅷ ]フ8 68 045 094 D

356 石鏃 Ⅷ 185 45 045 ① フ D

35フ 石鏃 Ⅷ 236 フ8 0フ 1 166 D

358 石鏃 MIA 21 45 039 Oフ8 D

359 石鏃 Ⅷ 184 15 035 06フ D

360 石鏃 Ⅷ 182 4フ 045 Oフ D

361 石鏃 Ⅷ 1フ8 3フ 054 112 D

36⊇ 石鏃 Ⅷ 181 38 048 105 D

863 石鏃 MIA 215 19 035 Oフア D

864 石鏃 Ⅸ 236 53 044 095 D

865 石鏃 Ⅷ 26 14 055 161 |

366 石鏃 Ⅷ 19フ 152 05フ 186 D

86フ 石鏃 Ⅸ 虚55 ]75 05 149 D

368 石鏃 MIA 216 1フフ 05 12フ D

369 石鏃 Ⅷ 263 162 045 1 11 D

3フ0 石鏃 Ⅷ 286 163 049 186 |

3フ 1 石鏃 Ⅷ 2フ8 203 061 253 D

3フ2 石鏃 WIA 239 158 044 112 H

3フ3 石鏃 Ⅷ 33 16 04 122 A

3フ4 石鏃 Ⅷ 364 214 054 34 D

875 石鏃 Ⅸ 236 204 045 221 D

376 石鏃 Ⅸ 424 148 052 245 A

3フフ 石鏃 Ⅶ A 485 21 065 4フフ I

3フ8 石鏃 Ⅸ 235 18 06 21フ D

3フ9 石鏃 Ⅸ 2フ 1フ 06 203 D

380 石鏃 Ⅷ 235 32 046 118 D

381 石鏃 Ⅸ 156 22 03フ Oフ D

382 石鏃 肛ヽB 1⊇2 13 023 015 A

388 石鏃 Ⅸ 14 55 04 042 A

384 石鏃 MIA 285 204 035 20フ D

385 石鏃 Ⅷ 288 21 035 198 D

386 石鏃 Ⅷ 15 13 04 052 A

38フ 石鏃 WIA 15 13 05 085 A

388 石鏃 Ⅸ 25 19 06 159 I

389 石鏃 Ⅸ 2 13 04 083 D

390 石鏃 Ⅷ 2フ6 ⊇2フ 105 4フ4 A

391 石鏃 MIA 201 18⊇ 033 0フ9 A

392 石鏃 Ⅸ 206 142 033 0フ4 G

393 石鏃 Ⅸ 1フ 04 05 A

394 石鏃 咀ヽA ]フ 02 035 G

395 石鏃 Ⅸ 205 13 03 069 G

396 石鏃 Ⅷ 162 129 016 031 C

39フ 石鏃 Ⅸ 1フ5 19 04 094 A 石材分析資料 姫島
398 石鏃 Ⅷ 16 ]]5 03 049 I

399 石鏃 Ⅷ 201 189 049 052 D

400 石鏃 Ⅷ 30フ 159 0フ2 虚26 I

401 石鏃未成品 Ⅷ 2フ 22 105 4フ4 A

402 石鏃未成品 Ⅷ 286 219 0フ5 285 A

403 尖頭状石器 旺ヽA 443 305 0フ5 964 D

404 尖頭状石器 Ⅷ 43 26 12 1002 A

第3表 縄文時代早期遺物包含層出土石器観察表②
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掲載番号 器 種 出土層位 長 幅 厚 重 石材 備 考

405 尖頭状石器 Ⅸ 315 19 098 416 |

406 石錐 ⅡヽA 2フ2 156 05 165 D

40フ 石錐 Ⅷ 139 121 03 034 B

409 石匙 Ⅷ 385 468 1 1142 D
4 O スクレイパー 区 2フ 3 09 フ35 E
4 1 スクレイパー Ⅸ 34 225 1 フ58 |

4 2 スクレイパー Ⅸ 35 42 16 2285 |

4 4 スクレイブく― Ⅸ 56 21フ 081 1153 |

4 5 スクレイパー Ⅸ 15 3フ5 06 2フ 1 A
4 6 異形石器 Ⅸ 29 25 05 239 D
4 フ 異形石器 Ⅷ 2フ 185 04 158 |

4 8 異形石器 区 165 14 03 0フ 5 D
4 9 角錐状石器 Ⅸ 5] 1フ5 ]フ 1294
420 ナイフ形石器 lヽA 38 22 13 6フ3 左側縁加工、作り粗雑
421 剥片尖頭器 肛ヽB 66 33 06 1306 両側縁加工、作り粗雑
422 剥片尖頭器 旺ヽA 54 25 ] 106 作り粗雑
423 石斧 Ⅸ フフ2 54フ 216 120 E
424 石斧 Ⅸ フ31 4フ 9 188 8015 E
425 石斧 Ⅷ 825 486 19 8456 E
426 二次加工剥片 Ⅸ フ 1 5フ 12 631 I

42フ 石核 Ⅸ 101 フ85 425 240 A
428 石核 Ⅸ 193 11フ 58 1060 A

429 石核 区 136 10 10 1150 A
430 磨石 Ⅷ 10 86 41 640 」

431 磨石 Ⅷ 935 805 46 490 」

432 磨石 Ⅷ 109 92 46 680 」

433 磨石 Ⅸ 109 1085 49 810 」

434 磨石 Ⅸ フ45 655 425 300 」

435 磨石 Ⅷ 84 フ 35 320 」

436 磨石 Ⅷ 99 9p 5] 620 E
43フ 磨石 Ⅸ 9フ 96 38 5フO 」

438 磨石 Ⅷ 10 9] 4 520 E
439 石皿 Ⅸ 186 ⊇45 104 E
440 砥石 Ⅸ 162 98 3 フ60 E
441 鉄丸石 Ⅷ 1フ 5 234 225 13000

石材分類

A姫 島産黒曜石  Dチ ャー ト    G粘 板岩     」 尾鈴山産酸性岩
B黒 曜石     E砂 岩      H流 紋岩

Cサ ヌカイ ト   F頁 岩      | ホルンフェルス

第3表 縄文時代早期遺物包含層出土石器観察表③
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4.ア カホヤ火山灰層上位の調査

アカホヤ火山灰層上位の遺構は、竪穴建物 8軒、掘立柱建物 1棟、陥とし穴状遺構 2基、フラスコ

状土坑 1基、炉跡 1基、土坑 2基、小ピット群が確認された。

(1)遺  構
a.竪穴建物
l号竪穴建物 調査区の東端においてアカホヤ火山灰層上面において検出された。アカホヤ火山灰層
は西から東に向かって傾斜しており、建物の東端はアカホヤ火山灰上での検出段階から消失に近い状

況であった。これは調査期間との兼ね合いで、アカホヤ火山灰層上面において遺構検出を行うことに

したためであり、本来はアカホヤ火山灰層より上位層であるⅣ層から掘り込まれていたものと想定さ

れる。平面形は花弁状間仕切り住居と称されるもので、花弁部での直径は7.8mを 測る。中心部に2

本の柱穴を有し、その他は間仕切り壁に対応する形で7本の柱穴が検出された。アカホヤ火山灰、黒

色土、黒褐色ロームから成る貼床を施している。埋土は黒色を呈し締まりは弱い。柱穴は最も短い間

仕切り壁を除き、間仕切り壁に対応する形で壁の先端に接するように配置されているが、一つの間仕

切り壁の部分のみ2柱穴が並んで検出された。建物の建て替えを行った時にこの柱穴のみ移動させた

か、何らかの理由でこの部分の柱のみ建て替えたと考えられる。また花弁部の一つにおいて石器の材

料と見られる黒色頁岩が集中して出土しており、花弁部が倉庫的な役割を担っていた可能性が指摘で

きる。 1号竪穴建物のすぐ北側からは 1号土坑が検出されたが、 1号竪穴建物が隣接する1号土坑を
避けるように花弁部を配置していることから、1号土坑は1号竪穴建物に付随する施設であると考えら

れる。同様に長方形の土坑を付随する竪穴建物の事例としては、近接地では高野原遺跡 S A24、 SA
26例が挙げられる。

出土遺物は2、 4層 と貼床直上を中心に出土している。446、 448、 449、 450は 口縁部が「く」の字

状に折れて外反し、その胴部上方に突帯をもついわゆる中溝式奏である。若子の形態差はあるものの

概ね中溝 2式新段階 (莱畑2000)に位置付けられる。451は「く」の字状口縁部と突帯をもつが、日

縁端部に刻目を施している。443、 447は中溝式甕の底部である。444は脚部が発達した奏底部で上げ

底を呈し、内面はユビナデ、外面は工具によるナデである。445は底端部の張り出しがなく、外部と

底部の境界が不明瞭なタイプである。452、 453は大形の中溝式奏である。4521よ ほIF完形に復元でき

た。突帯下の胴部の膨らみが強くなり、業畑分類の4類 (3式)に近い形状を呈している。調整は丁

寧に行われており、前記の中形甕では見られなかったミガキ調整を胴部外面下方、内面上方、下方の

一部に施している。453の形態は中形奏と類似するが、口径、器高共に大きい。ただし口径は器形が

歪んでいたため、反転復元を行った際にやや大きめに復元している可能性がある。453も胴部下方に

ミガキを施しており、大形奏に多用された調整技法であったと思われる。454～ 456は磨製石鏃である。

3点共に丁寧に研磨している。

1号竪穴建物からは多量を上器が出上したが、建物の廃棄時期は、中形奏、大形奏の形態から中溝

2式新段階から中溝 3式の早い段階に行われたと想定できる。

2号竪穴建物 耕作土直下において検出された。上部が大きく削平を受けており、貼床と一部にのみ
僅かに埋上が残存するような状況であった。平面形は長方形を基本とするが、北東側の一辺において

建物内に向かって長方形状の突出部が検出された。長軸は4.8m、 短軸は4.2mを測る。 1号竪穴建物

と同様に、アカホヤ火山灰、黒色土、黒褐色土ロームから成る貼床を敷設していた。建て替えを行っ

ており、 2本の主柱穴が新旧で切りあっている。住居の西側には壁体溝が僅かに残存していた。その

建て替えに伴い北西側の壁溝も移動しているように見受けられるが、削平が著しく明確でない。また

北東側の壁体溝は辺の中央付近で小ピットと接続する。

出土遺物は僅かに残存していた埋土内から出土した。457は中溝式奏である。中溝 2式新段階に位

置付けられるが 1号竪穴建物の中形奏より口縁部と突帯間の形状が丸みを帯びており、やや新しい時

期になる可能性がある。458も 中溝式奏の胴部である。突帯より上部が残存していないため時期は不
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※ゴシッ″数字は竪穴建物、現朝数字は■坑、口‐マ数字iよ機立柱建物を表す

1. 1号竪穴建物  1.
2.2号肇穴建物  2.
3.3号竪A建物  3.
4,4号竪穴建物  4-.
S, S・Bi竪ス挨響物   5,

6.6号竪穴建物  0.
717号竪穴建物  酷
8.8号竪穴建物

li号土坑

2号土筑

3号ELA

4号土抗

5号ELA

9号土抗

3努劫

I. 1号掘立柱建物
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明と言わざるを得ないが、胴部が直線的に底部へ向かって伸びていることから中溝 3式段階までは下

らない。

これらの土器から2号竪穴建物は1号竪穴建物と併存していた可能性が高い。建物の平面形は 1号

竪穴建物が花弁状間仕切り、 2号竪穴建物は方形を呈し、異なる形状の建物が併存していたというこ

とになる。両竪穴建物は近接した位置にあり、地理的な要因のみで花弁状という形状を選択したとい

うことではないと考えられる。

3号竪穴建物 アカホヤ火山灰層上面において検出された。建物の一部が調査区外へ延びるが方形の
竪穴建物とみられる。確認できる一辺は5。2mを測る。遺構構築面が南に下り始める傾斜地に立地す

- 46 -



一 とラ ー

(8/r=S路目o9/}=S獣ヨ)国隠軍蛤雲TttpY鈴喜¥語各Z国08尊

mOtt1                        0

〇
〇
Ｈ
⇔
Ｈ
∞

ヽ
ゃ

〇
〇
〇
⇔
出
［

わ
ф
里
円
慈
槃
学
モ
代
ト

や
駒
察
ヽ
、
口
ヽ
輿
＜
瞬
　
ヽ
ヘ
ロ
ヽ
■
や
代
ト

わ
癒
望
咽
慈
や
昨
鎖
Ｍ
く
＾
く
　
禦
■
十
ペ
ト

神
　
　
娯

‘
漑
　
　
　

”́
籠
ｓ
卜
韓
　
鯉
囃

‘
籠
　
　
　
力＞
頷
ｓ
”
罐

　
鰹
雌

〓
頷
学
年
　

う́
際
年
Ｖ
ｓ
い
畿
　
　
囃

〓
眠
学
学
　

＞́
際
″
Ｖ
ｓ
弾
罐

　
暉
離

〓
際
″
学
　
　
　

患́
隣
ｓ
“
韓

　
観
囃

争
編
　
　
　

＞́
慾
０
桶
韓

　
暉
聖

‘
際
学
Ｖ
　
　
　

議々
瞭
ｓ
ヽ
準
　
　
囃

〓
際
学
学
　
　
　

患́
瞭
ｓ
”
韓
　
　
囃

却
　
架
　
　
　
　
盤
　
撃
　
　
　
　
　
儒

Ｎ
＼
φ
留
【
０
「

Ｎ
＼
Ｑ
留
”
０
「

ぐ
べ
∝
【

め
ト

ぐ

６
】
＞

０
ト

∞
＼
め
留
【
０
「

「
＼
峙

「
営
】

６

劇
ぶ
骰
≪
謝
い

ヽ|

°
ワツ々Y孝マ臣

割ワ準摯要マ聡翌¥語各8(々ΨマPワ準Ю尊さγTtt°(A毒コ凱勲髄碗学)(4善尋程離ワf引灘輩I

々盗泌型土
｀
諄ワ黒】腔摯諄(A尋碗睡似々E奏形升⑫崎翌¥語各8瀬軍単⑫図▽陛°平Cマ】中季

⑫と1■晩酢T露翠!⑫平q樫腔縁Aヽ尋娩睡くう学チq靴爵●1熱羊コT再⑫製事里さγワ(Aユツ黒蓄敷似窪
ヮ睡マF/4霊¥語各8°ワ留】写盤―コ⑫平卓似▽醒徽平平ツ専¶摯】翻覇堂単コ▽陛 蛤霊¥覇各8

°
奪ワ留
'TfF⑫

徽平7(A以ツ黒彰製ユC睡縁聡霊¥誦各9⑫賄剰国耳1蛤

軍⑫V剣軍騨∝聟P°ワツ彎Hマワツ角(4母尋到つt瓢甜¥駅7量さいA孝〉fさγ獣獣ツ筆翠イレ9レ｀89ウ
°
ワツ角モ4科昌郵つ4剤瀞早¥τ摯中く

れ留似竪¥摯中平Iτ9ウ
《
09レ
°
ワ望】解T〒駆ギlτ9レ～69レ

°
平ツ黒甲戦さγttT各8角平土¥町

°
ワ準▼孝監T,4夏母¥中

く
似Vτ翠1¥翠

て
°
ワマ似割随立コ阻獣晩宰チ羊4番尋狸離ワf'4灘鸞く

さγワ(A,ツ匂睡
'1始
蔑¥語各8縁躍―

°
ワAヽ

>6濁尋土平⑫里¥q邸縁¥窮ワ駆々平マーコ身雛苦｀T身苦｀井辛γ∠●1里¥障単⑫始霊｀徽平ワ

わ
φわ
望ttI
国噛
韻ヘ

ヘヽ
ヤヤ
((

lXI1 61Z

～〃お



(8/}=S崎雲09/卜=S撃写Ю

- 8ラ ー

国区ぎ崎雲TttpY鈴要¥語各8・各8国「8箋

＝鍮
卜 陸要¥語魯9

m8

８
【
力
ぐ
Ю
　
　
　
和
蕊

Ｓ
Ｈ
″
ぐ
ド
　
　
　

湘
節

Ｓ
ヽ
”
ぐ
や
　
　
　
湘
蔚

】
Ｏ
Ч
力
〕
ё
細
齢

ぐ
ヽ

ド
９
ｋ
力
一
さ
↓
　
　
　
細

Ｓ
ヽ
力
ω
益
　
　

　

置

″
ｅ
静
ゆ
＝

（
∞

・
一

Ｓ
Ｈ
ｐ
く
や
　
　
　
　
加

中９
ヽ
力
駕
ω
　
　
　
隠

ヽ
テ
々
Ｓ
討
ゆ
ト

Ь
ヽ
”
駕
】
　
　
　

和

ｅ
９
【
駕
口　
　
　
　
細

や
Ｐ
∞
⇔
〇
〇

ミg尋
品   話   +

爾
　
灘
　
　
　
　
詳
　
辞

謙
叫
ｓ
を
■
剤
ラ
　
�翠
フ

譲
叫
ｓ
封
ｓ
　
　
　
詳
岸
剤
，

欝
時
０
４
４
紐
，
　
ｍ翌
レ

謀
ｗ
ｓ
剤
ラ
　
　
　
淵
ラ

苺
囃
ｓ
ｔ
４
翻
，
　
詢ピ
フ

苺
ｗ
ｓ
増
∈
　
　
　
増
Ｃ

謀
叫
こ
剤
ラ
　
　
　
凱ピ
ン

奈
叫
ｓ
軒
ｓ
　
　
　
ｍｍ
，

轟
　
　
蝋

ヽ
即
＞
蔚
薄
部
　
斗
耐
薄
部
ゆ
申
　
”
中
照
湾
潤
彗
憶
辟

ω
帥
隈
泌
騨
書
翠
斗

妥
い
　
耐
０
群
＝
ゆ
戯

Ｎ
半
斗
々
ヽ
口
く
ヽ
ゆ
守
　
∞
中
解
激
碑
ゞ
臆
＝

∞
中
解
＞
潤
彗
簡
＝

Ｈ
耐
　
斗
耐
薄
＝
い
０
　
∞
¨
隈
＞
騨
彗
前
肝

°
7(Aユq辞彰予燿rdマ

騨影さγワマ似とン形7(1経縁碗滞引盤¥°ワ留似騨立善望flと9ラ°シツ卓事母マ習Y報晩砕首コマ99ラ
ツツ彎Hマ器T町学卑駆彎善T馴諄ワマ】Чヤ°ワΨ】辞T軍群阿平争匂匝号群阿⑫彰τ,1躍騨摯
ロギ199ラ

°
77,Ч盤摯口髪鴛TT駆コ99レ

(99ラ°ttq T甲
宅平MT再平Aヽユqッ顎●4学司翠tF/4肇

°
(200Z

鮨Яr)レくA,ツ黒事経さγ翠つ1副騨平qし義
=縁
聴晋,1“fワ準難拐fy隠ヨr《働腿尋lXIと・τ翠1剛

¥摯⑫
即軍里単一堂Яrワ孝¬聴督〉匂ツ鮮°(A譲

晩孝Ψマツ準難ヨイマ¥離て⑫玲翌⑫印マ諺槃IXIアIさγ黒譲
⑫々学里甲鞘

｀
】V9コ¥翌T°ワ準マ醒¥縁狂田罵難縁Ve翠1躍睡予醒⑫障里単さγワ準マV¥尋窪

軍翠1脳軍
°
ワ翠々望マーH身雛普｀T身苦(Mttγ井学γ∠く,1難国マ

踏翌¥語⑫孵翠I¥町°ワ隠尋
IXIと'癖
t即軍里単一単Яrヮ罵似樫勲さγり、

“

T身下⑫頚°ワΨ似勲陥立卑晩さγT算下⑫
頴ギtユくA宰●4隠

里]r〉q塁望ムntt OヮΨ】蛤翌¥語ワ準学孝晩躊予躙平ツ黒甲戦チ(A学,1■早平ツ盤 蛤霊¥霜各フ

89,ど

」__Ⅲミ曇轟護



号霊穴建物

こ  額
5Y鸞ぬ   1黒褐
75YR3/1  翻
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75H/1  嘉褐|
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5YR2/1     静
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5号竪穴建物 耕作土直下で検出された。 2号竪穴建物に切られているが、耕作による削平の度合い
は2号竪穴建物よりも激しく貼床の一部が残存するのみであった。貼床はアカホヤと黒色ロームに
よって構成されている。平面形は隅円方形を呈する。中央に土坑を有し、それを挟む形で 2本の柱穴
が確認されたことから「松菊里型住居」と捉えられる。中央の 2柱穴では双方とも底部付近において、
アカホヤを叩き締め、柱が沈下しないよう造作を行った状況が確認された。規模は北東側の立ち上が

りがほぼ削平されているため明確ではないが、長軸は4.9m、 短軸は3mを測る。中央の2柱穴間の
距離は0.8mを 測り、中央土坑と柱穴間に5 cm程度の平坦面が確認された。中央の2柱穴以外に明確
な柱穴は検出されなかった。

遺物は土器細片、剥片が出上したが何れも貼床内の出土であり建物の時期とは符合しないものであ

る。土器は細片であり図化に耐えうるものではない。

6号竪穴建物 建物の一部が調査区外へ延びており、 3号竪穴建物にも切られる形で検出されたため
全容は明らかではない。埋土は他の竪穴建物と異なり、御池火山灰と見られる黄白色の軽石を含み非

常に硬質である。検出長は2.6m、深さ0.3mで ある。調査区壁際のピットが主柱穴の一つと見られるが、

建物内の埋土と違いはなかった。

出土遺物は床面からやや浮いた位置で出土した。出土した土器は小片が多かったが 2点を図化した。
468は 口縁部片、4691ま胴部片である。いずれも宮之迫 3式段階の深鉢と思われる。
7号竪穴建物 上部が完全に削平されており柱穴のみ検出された。中央に2本の柱穴を有し、その周
囲に6本の柱穴が円を描く形で配置される。これらの柱穴の配置が 1号竪穴建物に類似することから、
本来は花弁状間仕切り住居であったと考えられる。柱穴配置による円の直径で柱穴間の間隔が最も広

い部分は4.8mを 測る。柱穴の平面形が方形を呈するものがあり、柱自然を方形に加工していた可能

性もある。遺物は出土しなかった。

第33図 5号竪穴建物実測図 (S=1/60)
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b.掘立柱建物
1号掘立柱建物 調査区中央西寄りで検出された。検出面はX層であるが上部が削平されており、埋
土内にアカホヤ火山灰、御池火山灰と見られる粒子が見られることから本来の構築面はアカホヤ火山

灰降灰後のⅣ層もしくはV層であったと想定される。桁行約5.6m、 梁行3.8mの 2間 ×2間の総柱で、

柱間は南北方向では約 2mで一定の値を示すが、東西方向は3m～ 2.2mと 差異が見られる。また柱
穴の径は最大で1。lm、 最小は0.36mと 差が見られる。北西側に柱穴径が lm前後に及ぶ大形の 4本が
集まり、その南側、東側に0,4m前後の小形の柱穴が並ぶ形となる。主軸はE18° Wである。

遺物は柱穴内から縄文時代後期初頭に位置付けられる宮ノ迫 3式 (金丸2006)が出土した。この掘

立柱建物の帰属時期は本来の構築面が削平されている点から不明と言わざるを得ないが、弥生時代に

属する竪穴建物と比較すると明らかに埋上が異なっている。弥生時代の竪穴建物の埋土は、Ⅳ層に類

似する締まりが弱い黒色土が基本である。しかし掘立柱建物の柱穴埋土にはこの黒色土が含まれてお

らず、弥生時代に帰属するものとは考え難い。また遺跡内において弥生時代以降の遺物、遺構共に全

く確認されていないため、可能性としては弥生時代後期以前、縄文時代後期初頭以後ということにな

る。やや強引ではあるが、前述の理由と弥生時代以降の遺物が柱穴内から出上しなかったことから縄

支時代後期初頭に帰属する遺構であると考えるのが妥当であろう。
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c.陥とし穴状遺構
3号土坑 1号竪穴建物に近接する位置で検出され、検出面はアカホヤ火山灰層上面である。平面形
状は円形を呈し、直径0。64m、 深さ1.32mを 測る。底面から逆茂木痕は確認されなかったがその形状

から陥とし穴状遺構と考えられる。埋土は硬質で御池火山灰と思われる黄白色の軽石を多量に含む黒

褐色上であり、 2号土坑、 6号竪穴建物に類似する。

33号土坑 1号掘立柱建物に近接する位置で検出された。上部が削平されているためAT層上面にお
いての検出であるが、埋上がⅣ層に類似することから本来はⅣ層もしくはV層からの掘り込みと考え

られる。平面形は長方形を呈し、長軸1.5m、 短軸0.5m、深さ0.25mを測る。逆茂木痕は4本確認された。

d.フ ラスコ状土坑
2号土坑 平面形は隅円方形を呈し、検出面における長軸は0.93m、 短軸は0,56m、 深さは0,86m、 底
部における長軸は1.25m、 短軸は0.65mを測る。埋上の堆積は黒色土と黒褐色土との互層になっており、

土坑の形状とこの堆積状況から貯蔵穴の可能性が高い。埋土内には御池パミスと見られる黄白色の軽

石粒が含まれる。

遺物は土器細片が僅かに出土した。4731ま 内外面共に条痕を施す口縁部片である。その他の土器片

は図化に耐え得るものではなかった。また貯蔵穴と想定されるが、堅果類等の植物遺体は確認されな

かった。

e.炉  跡
4号土坑 1号掘立柱建物に近接する位置で検出された。平面形は楕円形を呈し、長軸0。74m、 短軸0.4
m、 深さ0.2mを 測る。長さ約25cm、 約10cmの 2片の炭化材が残存していた。埋土は黒褐色土で、炭

化物と焼土粒を含む。耕作土直下においてAT層が確認された位置であるため本来の遺構構築面は不
明である。

f.土  坑
1号土坑 1号竪穴建物に隣接する位置で検出された。 1号竪穴建物の記述と重複するが、 1号竪穴
建物に付随する遺構と考えられる。平面形は一部が調査区外に広がっているが長方形と想定される。

長軸は検出長約2m、 短軸約 lm、 深さ0.46mを測り、埋土はほぼ水平に堆積しており、上層はアカ

ホヤ火山灰と黒色上の撹拌上、中層に黒色上、下層にアカホヤ火山灰と黒色土ⅦA層の撹拌土で構成

されている。住居に隣接する土坑ということで貯蔵庫な用途を持っていた可能性が想定されるが、埋

土中から堅果類等の植物遺体は検出されなかった。

5号土坑 撹乱によって遺構の約半分は削平されていた。深さは0。2mを測り、埋土は黒色で締まり
はやや弱い。遺物は出土しなかった。

8号土坑 3号竪穴建物の貼床下から検出された。平面形態は楕円形を呈し、長軸1,4m、 短軸0。8m、
深さは0.46mを 測り、壁はほぼ垂直に掘り込まれている。埋土は黒色土を基本に、アカホヤ火山灰、

黒色ロームブロックが混入する。壁面には棒状の工具痕が縦、もしくは斜め方向に明瞭に残る。遺物

は出土しなかった。この上坑は3号竪穴建物の貼床を完全に除去した後に検出されたため、 3号竪穴

建物に伴う遺構ではなく、先行する別の遺構と捉えられる。

9号土坑 調査区の中央東よりで検出された。検出面は上部がすでに削平されていたためⅧ層である
が、埋土中にアカホヤ火山灰のブロックを含んでいたため、アカホヤ火山灰降灰後の遺構であると判

断した。上坑は斜面にほぼ直交するように掘り込まれており、斜面下部側が深くなっている。

遺物は土器小片が出土した。474は胴部片であり、外面に沈線で綾形状の施文が成されている。
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2号土坑

I号土坑

色  調
75YRν ユ   黒褐
5YR2/1    黒褐
25YR17/1  黒
5YR17/1    黒
アカホヤ +Ⅶ A層のブロック層
ⅦA層のプロック

4 5 6層 の混合上

硬 度   粘 性
締まり有り   やや強い
締まり有り   やや強い
締まり有り   やや強い
締まり有り   やや強い
締まり有り   やや強い
締まりやや有り やや弱い
締まり有り   やや強い
締まり有り   やや強い

備  考
御池パミス多量に合」

御池パミス多量に含む

御池パミスを含む

御池パミスを含む

御池パミス アカホヤ粒含む
御池パミス アカ本ヤ粒含む

硬 度    粘 性       備  考
締まりやや有り やや強い  アカホヤ ⅦA層ブロック含む
締まり弱い   やや強い  白色粒子 軽石を徹量に含む
締まり弱い   やや強い  アカホヤプロックを多量に含む
締まりやや有り やや強い  黄白色粒子含む

褐

褐

褐

褐

褐

褐

褐

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

黒

調功色中ψ̈
］̈
ωω］

号

(〔

弄ア

i)13号

土坑

   2と:て

畳Z彦髪Zう)|二
 

号土坑 5号土坑

33号土坑

217900

3号■坑

色

1  5YR2/ユ

2  10YR3/3

4号土坑

色

1  10YR3/3

2  10YV4

評    硬 度   粘 性
黒褐  44rま り有 り やや強い
暗褐  締まり有 り やや強い

調     硬 度    粘 性
暗褐 締まりやや弱い やや弱い
褐  締まりやや弱い やや弱い
暗褐 締まりやや弱い やや弱い

備  考
御池バミス多量に含3 アカホヤ粒含む
御池パミス多量に含む アカホヤ粒含と

備  考
焼土 炭化物含j
焼土が 1よ り多い 炭イヒ物を少畳含む

5号士坑

色  調

2  10YR2/1

黒

黒

硬 度   粘 性      備  考
締まり弱い やや強い
締まり弱い やや強い  アカホヤプロック多量に含む

9号土坑

8号土坑

色  調    模 度   粘 性
1 5YR17/1  黒  締まり弱い やや強い

が
　
一

調    硬 度   粘 性 219500
黒褐   しまりやや弱い  弱い
暗褐   しまりやや弱い  弱い
備  考

アカホヤブロック 黒色粒子含む 炭化物微量に含む
アカホヤ粒 炭化物を微量に含む

備  考
アカホヤ ⅦA層ブロック含む

9号土坑出土土器

色  調      硬 度  粘 性
10YRl″ 1  黒      締まり弱い やや強い
10YR2胞    黒褐     締まり弱い やや強い
■5YRl″1  黒      締まり弱い やや強い
2に褐ロームブロック混ざる

3に褐ロームプロック混ざる

75YR4カ    灰褐     締まり弱い 強い

9号土坑

色

1  10YR2/3

2  10YR3/?

b ド
　
一

２曹

2号土坑出土土器

赤色泣子含む

赤色粒子 褐ロームプロック含む

AT粒含も

鯵OL益鰯′を
25cll

第37図 アカホヤ火山灰層上位土坑及び出土土器実測図 (遺構S=1/40遺物S〓 1/5)※平面図はすべて上方を北に統一
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(2)包含層出土遺物
アカホヤ火山灰上位層のⅣ層、VA層からは少量ではあるが上器、石器が出土している。
475、 476は曽畑式土器である。475は外面に斜め方向の沈線を組み合わせて鋸歯文を描いている。

さらにその下に横方向の沈線をもって区画をしているようであるが、それより下方が残存していない

ため全容は明らかではない。476は縦方向の沈線を施文し、その上から波状の沈線を横方向に施文し

ている。両土器共に口縁部内面に475は 1本、476は 2本の横方向の沈線を施している。408は石匙で

ある。縦型を呈し裏面は剥離面を多く残している。4131よスクレイパーである。一部に自然面を残し

ている。

アカホヤ火山灰上位の包含層は残存していた部分が少ない上に、試掘調査で遺物の存在も確認され

ていなかったため、期間を考慮し重機により掘削を行った。そのため遺物量は非常に少ないものになっ

ている。ただし一部入力で掘削を行った部分においても、遺物が出土することはまれであったため、

アカホヤ火山灰降灰後の片井野第 1遺跡では、人々の生活は低調なものであったと考えられる。

0                                               25clll

第38図 アカホヤ火山灰層上位包含層出土土器実測図 (S=1/5)

(3)小  結 一アカホヤ火山灰層上位の調査一
ここではアカホヤ火山灰上位で検出された遺構についてまとめ小結としたい。

弥生時代の竪穴建物は、松菊里型住居である 5号竪穴建物を除いて、時期的に中溝 2式から3式段

階に位置付けられ、それぞれが並存していた可能性が高い。遺物が出土せず柱穴のみ残存していた 7

号竪穴建物も、柱配置が 1号竪穴建物に類似することから近い時期であることが想定される。それを

踏まえた上で住居形態を見てみると (形態がほとんど判らない 8号竪穴建物を除く)、 1、 7号竪穴

建物は花弁状、 2、 3号竪穴建物は方形、 4号竪穴建物は突出部付き方形 (方形基調の間仕切り)と
なる。ここから同一の集落内において、同一時期に異なる形態の住居が並存していたことになる。そ

の理由として想定できるものは、①機能の違い (住居、倉庫、集会所的な役割をもつ建物)、 ②住人

の出自の違い、が挙げられるが、 1号竪穴建物以外の建物は残存状況が非常に悪く、遺物も小片が中
心であるため、僅かに4号竪穴建物から搬入土器が出土してはいるものの、①、②共に検討が困難で

あると言わざるを得ない。単にこの状況から言えることは、片井野第 1遺跡においては、住居の形態

差が時期差を表していないということである。

掘立柱建物については、前述のように縄文時代後期初頭段階の可能性が高い。近接する時期の遺構

としては、6号竪穴建物、2号土坑、3号土坑があるが、集落を構成する遺構としては過少と言わざ

るを得ない。これはやはり調査区の中央から西側が削平を受けていることによるものであろう。また

この時期における田野盆地南西部の中心的集落は本野原遺跡であり、片井野第1遺跡はその衛星的集

落の一つであったと考えられる。
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載
号
掲
番 出土遺構

・層位
法 霊 文様及び調整 色 調

胎土 備考
口径 器高 底径 外面 内画 外面 内面

442 1号竪穴建物 (28) ナ デ 指頭圧 浅黄橙 浅黄橙 石 赤色粒子

443 1号竪穴建物 (6フ ) 摩減 工具ナデ 橙 に13ヽしヽ橙 石 長

444 1号竪穴建修 49 工具ナデ ユビノパシ にぶしヽ黄橙 暗灰 長

445 1号竪穴建物 (48) 工具ナデ 工具ナデ にぶい黄橙 浅黄橙 石黒灰赤lla色粒子

446 1号竪穴建物 (259) 八ケメ ナデ ナ デ 浅黄橙 浅黄橙 角 石

447 ]号竪穴建物 (59) 八ケメ ナデ ナ デ 浅黄 黄灰 角 石

448 1号竪穴建物 八ケ メ ナ デ 八ケメ ナデ 浅黄橙 明褐灰 亜 長

449 1号竪穴建物 (⊇フ9) 305 64 八ケメ ナデ 板ナデ にぶい橙 に13ヽしヽ橙 石 赤掲色粒子

450 1号竪穴建物 摩減 指頭圧 浅黄橙 浅黄橙 石 長 赤褐色粒子

451 1号竪穴建物 (308) 八ケ メ ナ デ 八ケ メ ナ デ 橙 橙 雲 石

452 1号竪穴建物 389 43フ フ 4 八ケメ ナデ ミガキ 板ナデ ミガキ にlliい黄橙 に13ヽしヽ黄橙 石 長

453 1号竪穴建修 (416) 362 (84) 八ケメ ナデ ミガキ 八ケメ・ナデ にぶい黄橙 に13ヽしヽ黄橙 角 石

457 2号竪穴建物 (266) 八ケメ ナデ ナデ 明黄掲 にぶい黄橙 長

458 2号竪穴建物 八ケメ ナデ ナ デ にぶい橙 に13ヽい橙 石 赤褐色粒子

459 3号竪穴建物 八ケメ ナデ ナデ 灰黄褐 灰黄褐 雲 石 '長

460 3号竪穴建物 ヨコナデ ヨコナデ 橿 橙 雲・石 長

461 3号竪穴建修 (64) ナデ 灰白 石 長

462 3号竪穴建物 八ケメ ナデ ヨヨナデ 橙 橙 雲 石 長

463 3号竪穴建物 刻目 刺突 ナデ ナデ 灰褐 にぶい橙 烏 石

464 3号竪穴建物 沈線 竹管文・ナデ ナデ 灰掲 灰褐 角

465 4号竪穴建物 凹線 ヨヨナデ ヨコナデ 橙 橙 長

466 4号竪穴建物 ナ デ ナデ にぶい褐 浅黄糧 石 褐色粒子

468 6号竪穴建修 ナデ 押圧文 ヨコナデ 構 樟 石

469 6号竪穴建修 沈線 束」突 ナデ ナデ に13ヽい橙 に13ヽい橙 雲 石

470 1号掘立柱建物 刺突 ナデ 板ナデ 橙 橙 石 長

47] ]号掘立柱建物 沈線 ナデ ナ デ にdい赤褐 にぶい赤褐 石

472 1号掘立柱建物 板ナデ 板ナデ 明掲 明掲 黄橙粒子 底部網代痕

473 2号土坑 条痕 条痕 ナデ 掲灰 褐灰 石 長

4フ4 9号土坑 沈線文 ナ デ にぶしヽ糧 にぶい橙 石

475 Ⅳ層 (265) 沈線文 沈線文 ナデ 褐灰 褐灰 石

476 Ⅳ層 (240) 沈線文 洵線文 ナデ 褐灰 掲灰 石

掲載番号 器種 出土層位 畏 幅 厚 望 石材 備考

454 磨製石鏃 ]号竪穴建物 378 157 025 18] 頁岩

455 暦裂石鏃 1号竪穴建物 386 135 016 099 頁岩

456 磨製石鏃 1号竪穴建修 (294) 206 024 (197) 緑色買岩

46フ 磨製石鏃 4号竪穴建物 (222) 162 014 (072) 頁岩

408 石監 Ⅳ 355 26 055 323 チャート

413 スクレイプく― Ⅳ 484 098 142 4124 チャート

第4表 アカホヤ火山灰層上位出土遺物観察表
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第Ⅲ章 自然科学分析

片井野第 1遺跡出土の黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析
有限会社 遺物材料研究所

はじめに

石器石材の産地を自然科学的な手法を用いて、客観的に、かつ定量的に推定し、古代の交流、交易

および文化圏、交易圏を探ると言う目的で、蛍光X線分析法によリサヌカイトおよび黒曜石遺物の石
材産地推定を行なっている

1'2,3)。
最近の黒曜石の伝播距離に関する研究では、伝播距離は数千キロ

メートルは一般的で、 6千キロメートルを推測する学者もでてきている。このような研究結果が出て

きている現在、正確に産地を判定すると言うことは、原理原則に従って同定を行うことである。原理

原則は、同じ元素組成の黒曜石が異なった産地では生成されないという理論がないために、少なくと

も遺跡から半径数千キロメートルの内にある石器の原材産地の原石と遺物を比較し、必要条件と十分

条件を満たす必要がある。『遺物原材とある産地の原石が一致したという「必要条件」を満たしても、

他の産地の原石にも一致する可能性が残っているから、他の産地には一致しないという「十分条件」

を満たして、一致した産地の原石が使用されていると言い切れる。また、十分条件を求めることによ

り、一致しなかった産地との交流がなかったと結論でき、考古学に重要な資料が提供される。』今回

分析した遺物は宮崎市に位置する片井野遺跡出上の黒曜石製・安山岩製遺物で産地分析の結果が得ら

れたので報告する。

黒曜石、安山岩 (サヌカイ トなど)原石の分析

黒曜石、サヌカイト両原石の自然面を打ち欠き、新鮮面を出し、塊状の試料を作り、エネルギー分

散型蛍光X分析装置によって元素分析を行なう。分析元素はAl、 Si、 K、 Ca、 Ti、 Mn、 Fe、 Rb、 Sr、 Y、
Zr、 Nbの 12元素をそれぞれ分析した。 塊試料の形状差による分析値への影響を打ち消すために元
素量の比を取り、それでもって産地を特定する指標とした。黒曜石は、Ca/K、 Ti/K、 Mn/Zr、 Fe/

Zr、 Rb/Zr、 Sr/Zr、 Y/Zr、 Nb/Zrの比の値を産地を区別する指標としてそれぞれ用いる。黒曜石の

原産地は北海道、東北、北陸、東関東、中信高原、伊豆箱根、伊豆七島の神津島、山陰、九州の各地

に分布する。調査を終えた原産地名を表 1に示し、この原石群と原石産地が不明の遺物で作った遺

物群の表 1-2を加えると305個の原石群 。遺物群になる。また、安山岩では、K/Ca、 Ti/Ca、 Mn/
Sr、 Fe/Sr、 Rb/Sr、 Y/Sr、 Zr/Sr、 Nb/Srの比の値を指標として用いる。サヌカイトの原産地は、

西日本に集中してみられ、石材として良質な原石の産地、および質は良くないが考古学者の間で使用

されたのではないかと話題に上る産地、および玄武岩、ガラス質安山岩など、合わせて32ヶ 所以上

の調査を終えている。これら産地の原石および原石産地不明の遺物を元素組成で分類すると179個の

原石群・遺物群に分類でき、その原石産地、遺物群名などを表 2に示した。

結果 と考察

遺跡から出土した黒曜石製石器、剥片は風化に対して安定で、表面に薄い水和層が形成されている

にすぎないため、表面の泥を水洗するだけで完全な非破壊分析が可能であると考えられる。黒曜石製

石器で、水和層の影響を考慮するとすれば、軽い元素の分析ほど表面分析になるため、水和層の影響

を受けやすいと考えられる。また、Ca/K、 Ti/Kの両軽元素比の値を除いて産地分析を行なった場合と、

除かずに産地分析を行った場合では、いずれの場合でも同定される産地は同じである。他の元素比の

値についても風化の影響を完全に否定することができないので、得られた確率の数値にはやや不確実

さを伴うが、遺物の石材産地の判定を誤るようなことはない。また、安山岩製造物は、白っぽく表面

が風化しているために、アルミナ粉末を風化面に吹き付け、新鮮面を出して分析している。
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今回分析した片井野第 1遺跡出土黒曜石製遺物の分析結果を表 3-1に、安山岩製遺物の分析結果
を表 3-2示 した。石器の分析結果から石材産地を同定するためには数理統計の手法を用いて表 1、
2に示 した各原石群・遺物群との同定比較をする。例えば分析番号102836番 の遺物は腰岳 (56%)、

松浦第1群 (7%)、 古里第1群 (1%)のホテリングのT2乗検定結果が得られているが、針尾島・古里、
松浦半島には腰岳産黒曜石が転石として二次堆積した産地で原石の元素組成で区別できない産地であ

る。この他に、表 1-1、 -2の原石・遺物群のホテリングのT2検定を行い、黒曜石遺物 1個につ
いて、残 り301個の同定確率は信頼限界のO.1%以下の0.00001%な ど非常に低い確率結果を得ている。

今回産地分析を行った遺物の産地推定結果については低い確率で帰属された原産地の推定確率は紙面

の都合上記入を省略しているが、本研究ではこれら産地の可能性が非常に低いことを確認したという

非常に重要な意味を含んでいる。すなわち、腰岳産原石と判定された遺物について、台湾の台東山脈

産原石、北朝鮮の会寧遺跡で使用された原石と同じ元素組成の原石とか、信州和田峠、霧ケ峰産の原

石の可能性を考える必要がない結果で、高い確率で同定された産地のみの結果を表 4に記入した。判

定結果には推定確率が求められているために、先史時代の交流を推測するときに、低確率 (1%以下)
の遺物はあまり重要に考えないなど、考古学者が推定確率をみて選択できるために、誤った先史時代

交流を推測する可能性がない。以上のことは安山岩を含めた他の種類の石材の場合でも同様である。

今回、分析した片井野第 1遺跡出土の黒曜石製遺物と安山岩製遺物の中で、分析番号102840番の黒曜

石製遺物は、風化が激しく、軽元素の分析値が新鮮面と異なり、産地を判定する信頼限界の0.1%に

達しなかった。この分析値から軽元素比を抜いて判定したとこる桑ノ木津留第 1群 (27%)、 KS2遺

物群 (0.4%)、 和田峠第 3群 (0.2%)、 MTR20遺物群 (0.1%)、 和田峠第 5遺物群 (0.1%)と 信頼限界
の0。 1%を超えて同定されたが、桑ノ木津留産地の同定確率が他の原石遣物群に比べて非常に高いこと

から遺物の産地を桑ノ木津留産と判定した。片井野第 1遺跡では、西北九州との交流を示す、多久産

安山岩、腰系黒曜石が、また東北九州との交流を示す姫島地区・観音崎、両瀬産黒曜石の使用が確認

され、これら原産地地域の生活・文化情報が、片井野第 1遺跡に原石の伝播にともなって伝えられ、

また逆に片井野第 1の生活情報が原産地地域に伝播した可能性を推測しても産地分析の結果と矛盾し

ない。
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表3-1片 井野第 1遺跡出土黒曜石製遺物の元素比分析結果

分析

番号

死 素 比

Ca/K Ti/K Mn/Zr Fe/Z「 Rb/Z「 Sr/Z「 Y/Zr Nb/Zr A1/K Si/K

102886 0224 O044 OOフ3 2524 1554 0,414 0303 0290 O025 0333

10283フ 021フ O030 0068 2408 1521 0418 0324 0264 0026 0348

102838 023フ O053 0421 6フ08 1721 1528 0289 0641 O040 0421

102839 0231 O064 0398 6636 1フ⊇O 1498 035フ 0513 O041 0399

102840 O156 O061 OOフO 1454 iOフ2 0358 0204 O065 001フ 0256

」G-1 Oフ80 0208 OOフ2 4113 0969 1260 0310 O04フ O031 031フ

表3-2片 井野第 刊遺跡出土安山岩製遺物の元素比分析結果

析

号

分
番

死 素 比

K/Ca Ti/Ca Mn/Sr Fe/Sr Rb/Sr Y/Sr Zr/Sr Nb/Sr Ai/Ca Si/Ca

i02832 0フ64 03フO O060 4フ 13 0503 O051 0911 0210 O029 02フ8

102833 06フO 03フ8 O065 5598 0480 0068 0900 018フ O02フ 0254

102834 Oフ 81 0384 O059 4941 0514 O060 0908 0198 O OSO 0276

102835 Oフ 25 0388 O062 5205 0504 O065 0906 0193 O028 0263

表4片 井野第 1遺跡出土黒曜石、安山岩製遺物の原材産地分析結果

釧
器
分析番号 出土層位 取上番号 器種

ホテリング
T2乗検定 判定

1 102832 Ⅷ層 108 剥片 多久第 1群 (150/O),多 久第 2群 (130/O) 多久

2 102833 Ⅷ層 148 剥片 多久第2群 (50/0) 多久

3 102834 Ⅷ層 159 剥片 多久第2群 (フOO/o),多久第 1群 (420/0) 多久

4 102835 Ⅷ層 ―括 打製石鏃 多久第2群 (410/0),多 久第 1群 (100/o) 多久

5 102836 WIA層 36 剥片 腰岳 (560/0).松 浦第 1群 (フ 0/o),古里第 1群 (10/o) 腰岳

6 10283フ ⅦA層 41 剥片 腰岳 (900/o),松 浦第 1群 (880/0),古 里第 1群 (660/0) 腰岳

フ 102838 Ⅷ層 14フ チップ 両瀬第 1群 (320/O),観 音臆 (60/O) 観音崎 '両瀬

8 102839 Ⅸ層 一括 打製石鏃 観音崎 (680/o),両 瀬第 1群 (80/0) 観音崎・両瀬

9 102840 Ⅸ層 ―括 打製石鏃
【桑ノ津留第1群 (2フO/0),KS2遺物群 (040/O),和田峠第3
群 (020/o),MTR20遺物群 (O10/o),和 田峠第5群 (010/o)】

桑ノ木津留

」G-1:標 準試料―Ando,A,Kurasawa,日 ,Ohmon,T&Takeda,E 19フ 4 compiation of data on the CJS seochemical reference
samples」G-l granodionte and JB_l basalt Ceochemical Journal,Vo18 175-192(1974)

【 〕は、軽元素を抜いて計算したものである。
注意 :近年産地分析を行う所が多くなりましたが、判定根拠が曖昧にも関わらす結果のみを報告される場合があります。本報告で|よ日本における各遺

跡の産地分析の判定基拳を一定にして、産地分析を行つていますが、判定基準の異なる研究方法 (土器様式の基準も研究方法で異なるように)

にも関わらす、似た産地名のために同じ結果のように思われるが、全く関係 (相互チェックなし)あ りません。本研究結果に連続させるには本
研究法で再分析が必要です。本報告の分析結果を考古学資料とする場合に|よ常に同じ基準で判定されている結果で古代交流圏などを考察をする

必要があります。
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第Ⅳ章 総 括

今回の調査では縄文時代早期から弥生時代後期まで断続的ではあるが、遺構、遺物が検出された。

ここでは時代を追って概観をし、若千の考祭を加え総括としたい。

(1)縄文時代早期
塞ノ神 B式上器の変遷について

当遺跡の縄文時代早期遺物包含層からは多量の上器が出土した。特に最も多く出上した塞ノ神 B式

上器は、器形や文様構成のバリエーションが多彩であり、その中でも口縁部が内斜するタイプ (174、

176等 )は、宮崎市域の遺跡のみならず、片井野第 1遺跡と同じく塞ノ神B式上器が多量に出土した
鹿児島県城ケ尾遺跡においても確認できない。

当遺跡では、縄文時代早期包含層出土遺物の大半が斜面地での出上であり、良好な堆積状況ではな

いため層位的観点から時系列を追う事はできないが、その形態から、口縁部が内斜する塞ノ神 B式上

器は、塞ノ神 B式上器の中で最も古く位置付けられる可能性が高い。先行し一部併行する塞ノ神A式

土器には口縁部が内屈曲、内斜するタイプが存在する (115、 116等)が、口縁部の形態や波状口縁を
呈する点が類似している。また塞ノ神 B式土器において口縁が内斜するタイプは、刺突が貝殻による

ものではなく工具によるものが存在することから、貝殻による施文を多用する前段階として考えれば

追認できると思われる。今後の類例増加を待ちたいが、現段階では塞ノ神 B式上器は片井野第 1遺跡
に近接した地域で成立した可能性も視野に入れる必要がある。

当遺跡出上の資料のみでの変遷ではあるが、従来から指摘されている変遷 (鹿児島県埋蔵文化財セ

ンター 2003)に、前述の要素を加えてその過程を示すと、塞ノ神 A式土器→174→ 175→179→ 180→
188→ 189→225と いう流れが想定できる。

塞ノ神 B式上器の粘土帯接合痕について

当遺跡では、塞ノ神B式上器において、粘土帯の接合痕が確認できる資料が出土した (175、 250)。

これは土器を製作する際に粘土帝 (紐 というよりは帯状の粘土を積み上げて製作したとみられること

から帯としている)の接合面に台形状の凸部を設け、接合の強度を上げるためのものと考えられる。
ただし前記の 2点はこの部分が離面となって出上しており、接合の強度を上げる効果はさほどなかっ

たと思われるが、当時の土器製作技法を考える上では重要な資料と言える。

(2)縄文時代後期
掘立柱建物について

当遺跡では縄文時代後期初頭段階と考えられる掘立柱建物が検出された。建物は9本柱の総柱建物、

もしくは柱穴の規模の違いから4本柱の建物の東と南に庇など柱を要する構造物が付随する建物と想

定される。 4本柱の建物であった場合、床面積は狭小なものとなるため、居住に使用したとは考え難
い。この掘立柱建物から (1軒のみの検出であるが)竪穴建物までは同時期の遺構の空白地帯となっ
ている。掘立柱建物が周囲に一定の空間をもって単独で構築されていたのか、という点は重要な部分

であるが、当遺跡では削平が激しく論じることができない。

(3)弥生時代
松菊里型住居について

片井野第 1遺跡では、松菊里型住居が 1軒検出された (5号竪穴建物)。 残存状況が非常に悪く時

期も不明であるが、 2号竪穴建物に切られていることから、弥生時代中期段階のものである可能性が

高い。形態は隅丸長方形で、宮崎県内において類例は現在まで確認されていない。

花弁状間仕切り住居について

当遺跡では、いわゆる花弁状間仕切り住居が柱穴のみ残存していたものを含めるとl号竪穴建物、

7号竪穴建物の 2軒検出された。この花弁状間仕切 り住居は、南九州独自の住居形態として注目され
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てきた (北郷2007な ど)が、その起源には松菊里型住居が求められている。従来は漠然と松菊里型住
居が徐々に形を変えながら南九州まで伝わり花弁状間仕切り住居に変化したと考えられていたが、佐

賀県みやき町西寒水四本柳遺跡において、南九州で確認されている花弁状間仕切り住居よりも古い、

弥生時代中期前半に遡る花弁状間仕切り住居が確認されたことから、北部九州で形態が完成し南九州

に伝播した可能性が高くなった。しかし数の上では南九州の優位は圧倒的であり、北部九州では広く

展開しなかった住居形態が、南九州では共有されるに至った要因が重要になる。北郷は南九州で共有

された要因を「風」に求めている (西寒水四本柳遺跡で花弁状間仕切り住居が確認される以前の論で

あるが)。 確かに片井野第 1遺跡は台風でなくとも、冬から春にかけては、無風の日がほとんどない、

というよりも、突風の吹かない日がほとんどない、と言った方が的を射た表現と言えるほど強風吹き

荒れる立地であった。しかし、花弁状間仕切り住居である1号竪穴建物と、方形基調の他の竪穴建物

が併存しているため単に気候的な要因に求められるとは考え難く、再考の必要がある。

以上、前章までの内容の単なる再記の羅列に終わってしまった感は否めないが総括としたい。

片井野第 1遺跡の調査は、南国宮崎とは思えない寒風吹き荒ぶ 1月 から、10m先 もまともに見えな

い豪雨にみまわれた6月 まで行われた。この間、発掘作業に従事していただいた作業員の皆様方を始

め、整理作業に従事してくださった皆様など、片井野第 1遺跡に関わったすべての方に、ここに深く

感謝いたします。

参考文献 (第 Ⅱ章から第V章 )
秋成雅博 2007『滑川第2遺跡』、清武町教育委員会。

鹿児島県埋蔵文化財センター2003F城ケ尾遺跡Ⅱ』。

金丸武司 2007「宮崎県田野盆地における縄文遺跡の変遷～小地域から復元する縄文時代の居住形態～」、

F南九州縄文通信』h18、 南九州縄文研究会。

金丸武司 2006『本野原遺跡三』、日野町教育委員会、宮崎市教育委員会。

金丸武司 2004 F黒草第2遺跡』、日野町教育委員会。

いジャパン通信情報センター 2009『文化財発掘出土情判 2009.1

棄畑光博 2000「中溝式系土器の検討―宮崎県における弥生時代中期後半から後期前半にかけての土器編年にむけて

一」、『古文化談叢』第45集、九州古文化研究会。

北郷泰道 2007「南九州の果実と結実～第3の弥生文化とそれから～」『日向。薩摩。大限の原像南九州の弥生文化』、

大阪府立弥生文化博物館。

- 64 -



写真図版 l

1.アカホヤ火山灰層上遺構全景

2,縄文時代早期遺物包含層調査状況
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写真図版 2

1 1号竪穴建物完掘状況 2.1号竪穴建物石材出土状況

3.2号竪穴建物完掘状況 4.3。 6号竪穴建物完掘状況

5.4号竪穴建物完掘状況

導 彗到麒
~~ ~~~‐‐  ――

6.5号竪穴建物完掘状況

7.7号竪穴建物完掘状況 8.1号掘立柱建物検出状況
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写真図版 3

2.1号土坑完掘状況1.1号竪穴建物完掘状況

3.2号土坑完掘状況 4,3号土坑完掘状況

5,4号土坑完掘状況 6.8号土坑完掘状況

7.33号土坑完掘状況 8.縄文時代早期遺物出土状況
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写真図版 4

1.縄文時代早期土器出土状況

3,磨石出土状況

5。 18。 19号土坑完掘状況

2.大形石核出土状況

4.15号土抗完掘状況

6.24号土坑半裁状況

7.26号土坑完掘状況
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写真図版 5
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2.縄文時代早期遺物包含層出土土器
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写真図版 6
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1.縄文時代早期遺物包含層出土土器

2.縄文時代早期遺物包含層出土土器
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